
令和４年度第２回高知県食育連携推進協議会
 

　　　　　　　　　　日時：令和５年２月21日（火）午後２時～午後４時

　　　　　　　　　　方法：オンライン会議　

　　　　　　　　　　　　　（会場：高知城ホール　２階　会議室）　　　　　　　　　　
 

会次第

１　　開　会

　

２　　議　事

（１）第３期高知県食育推進計画進捗状況について
　　・プロセス指標一覧
　　・進捗状況（担当課）
　　・進捗状況（委員）
　　・当初計画一覧（第１回資料）

＜資料１＞
＜資料２＞
＜資料３＞
＜参考資料１＞

（２）令和４年度食育月間等の取組実績について　　＜参考資料２＞

（３）第４期高知県食育推進計画策定について ＜資料４＞

３　　閉　会



令和４年度第２回食育連携推進協議会 出席者名簿
委員

分野 所属・職名
氏名(敬称

略）
備考

消費者 南　まりな Web参加

生産者
事業者

生産者
高知県農村女性リーダーネットワーク

副会長
丸田　奈都美 会場

流通業者
高知県農業協同組合

総括本部　組織人事部　部長
大坪　一彦 欠席

販売者
株式会社サニーマート

営業企画CR　
有光　みちよ Web参加

地域食育活動関係者

高知県食生活改善推進協議会 会長 津野　美也 会場

NPO法人地域サポートの会さわやか高知　
理事長

三谷　英子 会場

公益社団法人 高知県栄養士会　会長 新谷　美智 会場

教育・学校関係者

高知県市町村教育委員会連合会　事務局長
（南国市教育委員会　学校教育課　主監）

髙橋　雅兄 Web参加

高知県学校栄養士会　会長 掛水　和美 Web参加

高知県保幼小中高ＰＴＡ連合体連絡協議会　
副会長

齊藤　雄也 欠席

高知県保育士会　理事 宮　恭子 会場

学識経験者 高知県立大学健康栄養学部　教授 荒牧　礼子 会場

部局名等 課名 職名 氏名 備考

健康政策部 薬務衛生課 主査 森田　春花

農業振興部
農産物マーケティング
戦略課

チーフ（６次産業化担当） 小原　容子

水産振興部 水産業振興課
チーフ（内水面振興担当） 青野　怜史

主事 大野　太暉

教育委員会
事務局

幼保支援課 指導主事 泥谷　真里

生涯学習課 主任社会教育主事 山口　絵里奈

保健体育課 指導主事 河野　佳奈

健康政策部
保健政策課
（事務局）

課長 濵田　仁

保健推進監 酒井　美枝

チーフ（血管病対策担当） 吉松　恵

主幹 箭野　しづこ

任期:令和３年４月１日～令和５年３月31日

担当課



高知県食育連携推進協議会設置要綱
 

（目的）
第１条　本県における食育の推進を図るため、高知県食育連携推進協議会（以下「協議
　会」という。）を設置する。

 
（任務）

第２条　協議会は、次の事項について協議するものとする。
　　（１）食に関する関係団体等との連携に関すること
　　（２）食育推進計画の推進に関すること
　　（３）その他食育の推進に関する必要な事項

 
（委員）
第３条　協議会の委員は、消費者及び生産者・事業者、地域食育活動関係者、教育・学
　校関係者、学識経験者をもって構成し、知事が委嘱する。

 
（組織）
第４条　協議会は、委員12名以内で組織する。
　２　協議会には、専門部会を置き、協議することができる。
　　（１）専門部会の委員は、会長が指名して決定する。

　　（２）専門部会は、協議に必要があると認める場合には、必要に応じて委員の出席
を求め、助言及び意見を聞くことができる。

　　（３）専門部会で協議し、調整した事項は、協議会へ報告すること。

 
（会長及び副会長）
第５条　協議会には、会長１名及び副会長１名を置き、委員の互選により選出する。
　２　会長は、協議会の会務を統括し、協議会を代表する。
　３　副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時は、その職務を代理する。
　４　専門部会には、会長の指名により部会長１名を置く。
　５　部会長は、専門部会の会務を統括し、専門部会を代表する。

 
（委員の任期）
第６条　委員の任期は、２年間とする。
　２　委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。
　３　委員は再任することができる。

 
（会議）
第７条　協議会の会議は、必要に応じて会長が招集し、会長が議長となる。
　２　会議は、委員の３分の２の出席により成立するものとする。
　３　専門部会の会議は、必要に応じて部会長が招集し、部会長が議長となる。

　４　委員はやむを得ない事情により会議に出席できない場合は、会長または部会長の
了解を得て、代理人を会議に出席させることができる。

　
（意見の聴取）

第８条　協議会は、必要に応じて助言及び意見を得るため委員以外の者の出席を求める
ことができる。



（庶務）
第９条　協議会の庶務は、高知県健康政策部保健政策課で行う。

 
（雑則）
第10条　この要綱で定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が定める。

 
附則
　１　この要綱は、平成19年11月１日から施行する。
　２　平成18年６月28日から施行の高知県食育推進協議会設置要綱は廃止する。

 
附則
　この要綱は、平成21年４月１日から施行する。

 
附則
　この要綱は、平成22年４月１日から施行する。

 
附則
　この要綱は、平成24年３月13日から施行する。

 
附則

　この要綱は、平成24年８月29日から施行する。

附則
　この要綱は、令和４年６月15日から施行する。



プロセス指標
（目標達成に向けた経過指標）

現状値
（平成28年度）

令和３年度 令和4年度
プロセス指標値
（令和５年度）

影響評価

３歳児保護者に対して基本的生活
習慣の学習会等を実施した保育
所・幼稚園等の割合

92.2% 99.6% 100％ 100％

全ての保育所・幼稚園で実施できている
が、22時以降就寝の３歳児の割合は昨
年度よりやや増加傾向にある。基本的生
活習慣の定着に向け、取組を継続する。

食生活改善推進協議会による
食育講座の実施割合
（※総数は県内公立小学校数）

39%
45.1%

（83校）
49.5％

（91校）
50%

食育講座実施後（小学生）の朝食欠食率
は約7割が維持・改善している。この結
果を踏まえ、朝食欠食率の高い学校で実
施できるよう教育委員会と協働で取り組
む。

生活リズム名人認定割合

H26:取組学校園所数 
244校

   認定者 38.3%       
H27:取組学校園所数 

214校
   認定者 39.6% 
H28:取組学校園所数 

326校
   認定者 43.9% 

取組学校園数 
355校
認定者 
39.9%

ー

取組学校園所数
330校
認定者
45%

ー

食育イベントの取組 51回/年 50回/年 53回/年 50回以上/年 全市町村で実施し、対面で啓発できた。

土佐の料理伝承人による郷土料理
伝承講座

2回/年 ３回/年 ２回/年
（R5２末時点）

3回/年
伝承講座は定着してきたが、郷土料理の
技術継承のため、調理に関わる人を対象
とした地域版の講座として開催

第３期高知県食育推進計画 プロセス指標一覧
資料１



プロセス指標
（目標達成に向けた経過指標）

現状値
（平成28年度）

令和３年度 令和4年度
プロセス指標値
（令和５年度）

影響評価

消費者を対象とした食品衛生に関
する講習回数

88回
（平成23～27年度

の平均）
21回 33回 90回以上

講習会による影響の評価は困難
（参考：R4発生の食中毒のうち原因施
設が"家庭"であるもの：1件）
コロナ感染症による消費者の活動自粛が
講習回数の減少となったが、ニーズに応
じた実施はできている。

消費者を対象とした食品表示に関
する講習回数

ー 13回 16回 20回以上

講習会による影響の評価は困難
コロナ感染症による消費者の活動自粛が
講習回数の減少となったが、ニーズに応
じた実施はできている。

意見交換会（リスクコミュニケー
ション）の開催

６回 ９回 6回 10回以上

開催回数は目標を下回っているが、現状
の状況を把握し、保健所ごとにテーマ
（肉類の生食の危険性や食品表示の利用
方法等）を設定することで、参加者の理
解が深まった。

減塩プロジェクト参加企業数 34社 35社 35社 40社
企業と連携し、TV番組を活用し、減塩7
カ条等家庭で取り入れられる減塩の周知
が図れた。

ヘルシー弁当等販売企業数 ５社 ６社 ６社 ７社
健康パスポート事業と健康チャレンジの
取組と合わせ推進することで、企業数の
増加につなげていく。

食育月間の取組
食育の日の取組
やさいの日の取組

35回
５回
20回

50回
18回
３回

70回
12回
10回

40回
10回
25回

感染状況が落ち着いたことでイベント回
数が増加した。内容の見直しを行いなが
ら、継続する。



令和４年度　第３期高知県食育推進計画　進捗状況

担当課 【幼保支援課】

第１節　高知家の未来を担う子どもの食育の推進 計画冊子 P28～P31

（１）基礎的な食に関する知識の習得
（２）食の実践力の獲得
（３）食の楽しさ・食事のマナーの定着

【施策目標】

３歳児保護者に対して基本的生活習慣の学習会等を実施した保育所・幼稚園等の割合：１００％

【プロセス指標】（令和５年度）
・３歳児保護者に対して基本的生活習慣の学習会等を実施した保育所・幼稚園等の割合：１００％

＜H30＞
95.3％

＜R１＞
99.3％

＜R２＞
100％

＜R3＞
99.6％

【今年度の取組目標】
・３歳児保護者に対して基本的生活習慣の学習会等を実施した保育所・幼稚園等の割合：
100％

直近の実績値（Ｒ４年度）

100％

今年度の当初計画（P） 今年度の取組状況（D）
課題と今後の取組予定

（C・A）

食
育

・保護者を対象に基本的生活習慣に関するパンフレット
　の配付や学習会等を実施
・取組強調月間の実施（６月・11月）
・基本的生活習慣に係る親育ち支援研修保護者講話の
　実施
・取組強調月間の取組に関するアンケートの集計・事業
　効果の分析

・３歳児保護者を対象に基本
　的生活習慣に関するパン
　フレットを送付（５月）
・基本的生活習慣に係る親
　育ち支援研修保護者講話
　の実施（５月～）
・取組強調月間実施（６月・
　11月）
・取組強調月間の取組に関
　するアンケートの実施（７
　月）及び集計
・事業効果の分析

【課題】
・園行事等を活用した学習会については、
 昨年度より開催する園は増えており、学
 習会の必要性を感じていることが窺えた。 
 （R2：45園、R3：59園、R4：97園）
・調査の結果から、10時以降就寝の3歳児
の割合が昨年度よりやや増加している。

【今後の取組】
・園での取組の工夫等について、ホーム
 ページや研修会等で発信し、啓発を図っ
 ていく。

1

資料２



令和４年度　第３期高知県食育推進計画　進捗状況

担当課 【生涯学習課】　

第１節　高知家の未来を担う子どもの食育の推進 計画冊子 P28～P31

（１）基礎的な食に関する知識の習得
（２）食の実践力の獲得
（３）食の楽しさ・食事のマナーの定着

【施策目標】（令和５年度）
生活リズム名人認定者数１４，０００人以上/年

＜H29>
総認定者数
１９，８２９人

（延べ）

＜H30＞

総認定者数
１５，８４２人

（延べ）

＜R１＞
総認定者数
１７，５６９人

（延べ）

＜R２＞
総認定者数
１７，５６６人

（延べ）

＜R３＞
総認定者数
１７，４６６人

（延べ）

【プロセス指標】（令和５年度）
生活リズム名人認定割合：取組学校園所数３３０校、認定者４５％

＜H29＞
３００園所校
（延べ４０６
園所校）
　認定率　
４５．６％

＜H30＞
３１６園所校

（延べ３８６園所
校）

　認定率　
４２．５％

＜R１＞
３００園所校
（延べ３９３園
所校）認定率

４３．５％

＜R２＞
３１３園所校
（延べ３９３園

所校）
４３．７％

＜R３＞
３５５園所校

（延べ４２５園所
校）

３９．９％

【今年度の取組目標】
・生活リズム名人認定率４５％以上
・小学校の取組校の増加１６０校
・中学校取組校の増加１０校

直近の実績値（Ｒ３年度）

保育所・幼稚園
　園所数　１９９園所
　　　　　　（延べ２０９園所）
　取組人数 ５９８９人（延べ）
　認定者数 ４１３０（延べ）
　認定率　６９．０％
小学校
　学校数　１５４校
　　　　　　　（延べ２１２校）
　取組人数　３７，７０６人（延べ）
　認定者数　１３，３１３人（延べ）
　認定率　３５．３％
中学校　２校（延べ３校）
　取組人数　　　　　４２人
  認定数　　　　　２３人
　認定率　　５４．８％

総取組園所校数　
　３５５園所校（延べ４２４園所校）
　総取組人数　４３，７３７人（延べ）
　総認定者数　１７，４６６人（延べ）
　認定率　３９．９％

今年度の当初計画（P） 今年度の取組状況（D） 課題と今後の取組予定（C・A)

生
活
リ
ズ
ム
名
人

・啓発用キャラクターツールの貸し出
し（通年）

・生活リズムチェックカードの配布

・生活リズム認定証の送付（通年）

・「高知家の早ね早起き朝ごはん
フォーラム2022」食育についての取
組　　　（12/11、１/22）

・県内全小学生へ生活リズムチェック
カードを配布（５月）

・「高知家の早寝早起き朝ごはんフォー
ラム2022」を実施

（12月11日約2,500人参加）

【成果と課題】
「高知家の早寝早起き朝ごはんﾌｫｰﾗﾑ」を開催して４年目
であるが、今まで参加者数の伸び悩みがあったため、今
年度はイベント型に変更し、約2500人の参加があった。早
寝早起き朝ごはんに関する広い周知は一定出来た。今後
も周知については工夫が必要。

【今後の取組】
・フォーラム１月分の開催
・生活リズムチェックカード取組についての各校調査

2



令和４年度　第３期高知県食育推進計画　進捗状況

担当課 【保健体育課】

第１節　高知家の未来を担う子どもの食育の推進 計画冊子 P28～P31

（１）基礎的な食に関する知識の習得

（２）食の実践力の獲得
（３）食の楽しさ・食事のマナーの定着

【施策目標】（令和５年度）
・朝食を必ず食べる児童生徒の割合：小学５年生９５％以上、中学２年生９０％以上、高校２年生８５％以上
・食に関する指導の年間計画（各学年）を作成している学校の割合（小学校・中学校）：１００％

＜H29＞
・朝食を毎日食べる
　小５  男子85%  
　　　　女子86%
　中２  男子81% 
　　　　 女子79%
　高２  男子76%  

　　　　 女子83%
・指導計画　88.0%
【※高知県体力・運動能力、
生活実態等調査】

＜H30＞
・朝食を毎日食べる
　小５  男子84%  
         女子87%
　中２  男子80%  
         女子78%
　高２  男子77% 

         女子81%
・指導計画　90.9%
【※高知県体力・運動能力、
生活実態等調査】

＜R１＞
・朝食を毎日食べる
　小５  男子84%  
         女子85%
　中２  男子80%
         女子77%
　高２  男子76% 

         女子79%
・指導計画　98.6%
【※高知県体力・運動能力、
生活実態等調査】

＜R２＞
・朝食を毎日食べる

（全数ではないため参考数値）

　小５  男子87%  
　　　　 女子86%
　中２  男子81%  
         女子78%
　高２  男子74%  
         女子78%
・指導計画　99.0%
【※高知県体力・運動能力、
生活実態等調査】

＜R３＞　
・朝食を毎日食べる
　小５  男子82%  
         女子85%
　中２  男子78%
         女子75%
　高２  男子75% 

         女子74%
・指導計画　98.3%
【※高知県体力・運動能力、
生活実態等調査】

【プロセス指標】（令和５年度）
なし

【今年度の取組目標】
〇食に関する指導の全体計画を作成している学校数を増やす。

〇令和５年に向け、食育推進事業（高知県学校栄養士会へ委託）で児童生徒の実態に応じた朝食に関する教材を
作成し、教材の活用について周知し、指導の充実と推進を図る。

直近の実績値（R４年度）

・朝食（R４）
  小５  男子84% 女子83%
  中２  男子78%  女子74%
  高２  男子75%  女子76%

・指導計画（Ｒ３） 98.3%

今年度の当初計画（P） 今年度の取組状況（D） 課題と今後の取組予定（C・A）

朝
食
に
関
す
る
取
組

○食事提供活動の実施（通年）

〇栄養教諭・学校栄養職員による食育推進事業の実施

　

○健康教育の中核となる教員の資質向上のための研修会の
実施

　・食育・学校給食推進研修会
     （栄養教諭・学校栄養職員研修会）
　・健康教育推進研修会（保健主事研修会）
　・学校保健推進研修会（養護教諭研修会）

○健康教育副読本を活用した食育の実施
　・副読本に加え、指導の手引や活用実践
　　事例集についての活用状況調査（２月）
　・食育推進事業における朝食指導用教材にも活用

○食事提供活動の実施団体の決定
　・実施団体　　２団体
　・実施校　　　 ３校（小２校・中１校）
　　

〇朝食アンケートの分析、ICTを活用した指
導教材の開発と普及

○健康教育の中核となる教員の悉皆研修
　・日程の決定、講師の依頼等
　　　食育・学校給食推進研修会：9/5PM
　　　健康教育推進研修会：7/4
　　　学校保健推進研修会：7/4

○健康教育副読本を活用した実践
　・高知県学校栄養士会と指導内容の協議　

【成果と課題】

・食事提供活動については、
新型コロナウイルス感染症の
影響により３年前から、実施
団体が減少した状態が続いて
いる。実施主体となるボラン
ティア団体の確保に課題があ
る。
・指導教材については、作成し
た教材の活用に向けて、確認
を行っている。
・朝食指導用教材に副読本を
活用し、周知することができた。

【今後の取組】

・食事提供活動、食育推進事
業については継続して実施す
る。また、研修会の内容を、朝
食摂取と学力、体力の相関性
等として周知し、各学校での、
指導内容に取り入れることで、
摂取率向上につなげる。

年
間
指
導
計
画
作
成
の
推
進

○食に関する指導の年間指導計画作成状況
　　　　　　　　令和２年度　→　令和３年度
　　小学校　　　　100%　　　　　　100%

　　中学校　　　　97,2%　　　　　　95.0%
　　全　 体　　　　99.0%　　　　　　98.3%

○「食に関する指導」実施状況調査における把握（３月）

○栄養教諭が配置されておらず、食に関す
   る指導の全体計画作成がされていない  
   中学校に対しては、兼務発令が出ている
   栄養教諭を通して作成依頼を行う。

【成果と課題】

・作成できていない学校に対し
て、作成を促すようにしている。

【今後の取組】
・各学校の実態や課題に応じ
た計画とするため、研修会等
において、指導を継続する。
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令和４年度　第３期高知県食育推進計画　進捗状況

担当課 【水産業振興課】　

第１節　高知家の未来を担う子どもの食育の推進
計画冊

子
P28～P31

（１）基礎的な食に関する知識の習得
（２）食の実践力の獲得
（３）食の楽しさ・食事のマナーの定着

【施策目標】（令和５年度）

【プロセス指標】（令和５年度）
・水産業関係団体等と連携し、調理等の体験学
習や出前授業を行う。

＜H30＞
小学校（延べ18校）400
名
中学校（延べ10校）204
名
その他福祉施設等
　 （延べ15箇所）520名

＜R１＞
小学校（延べ17校）

471名
中学校（延べ11校）

236名
その他福祉施設等

（延べ7箇所）150名

＜R２＞
小学校（延べ10校）
470名
その他福祉施設等

（延べ4箇所）45名

＜R３＞
小学校（延べ８校）271
名
その他福祉施設等

（延べ３箇所）118名

【今年度の取組目標】
・水産業関係団体等と連携し、調理等の体験学習や出前授業を行う。

直近の実績値
（令和３年度）

小学校（延べ８校）271名
その他福祉施設等

（延べ３箇所）118名

今年度の当初計画（P） 今年度の取組状況（D）
課題と今後の取組予定

（C・A）

魚
食
普
及
活
動

○地元食材による魚食調理実習（計画）
【室戸、中央、清水、宿毛】
　小学校（延べ７校）
　その他福祉施設等（４箇所）

◆地元食材による魚食調理実
習(実績)
小学校(延べ12校)
中学校(延べ３校)
その他福祉施設等(２箇所)

【成果と課題】
○成果
漁業に関わりのない児童たちが地元の魚に
関心を持つ良い機会となった。

○課題
コロナ禍による魚食普及活動の講師の確保。

【今後の取組】
小学校：１校
中学校：１校
その他福祉施設等：延べ４箇所
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令和４年度　第３期高知県食育推進計画　進捗状況

担当 【水産物外商室】　　

第１節　高知家の未来を担う子どもの食育の推進 計画冊子 P28～P31

（１）基礎的な食に関する知識の習得

（２）食の実践力の獲得
（３）食の楽しさ・食事のマナーの定着

【施策目標】（令和５年度）

【プロセス指標】（令和５年度）

・地域の鮮魚店等と連携し、学校給食の場を活用した調理等の体験学習
や出前授業を実施

＜H30＞
19校
19回

＜R1＞
16校
16回

＜R２＞

9校
10回

＜R３＞
18校
18回

【今年度の取組目標】
・地域の鮮魚店等と連携し、学校給食の場を活用した調理等の体験学習や出前授業を14回以上実施。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

直近の実績値

（令和３年度）

令和３年度食育授業開催校
18校　
開催回数　19回

今年度の当初計画（P） 今年度の取組状況（D）
課題と今後の取組予定

（C・A）

魚
食
普
及
活
動

○水産物食育推進事業
・（公財）高知県学校給食会に委託し、県内の小中学校
などで食卓にあがりやすい県内水産物を素材に、調理
実習を行う体験型出前授業を実施。講師には地域の鮮
魚店等の従事者を招へい。
・実施回数14回以上を予定。

・６月15日（水）　大野見小学校
・７月12日(火)　大宮小学校
・７月14日（木）　鏡小学校
・９月13日（火）　影野小学校
・９月28日（水）　馬路小学校
・10月４日(火)　東津野中学校
・10月14日（金）　上分小学校
・10月21日(金)　長岡小学校
・10月25日(火)　窪川小学校
・10月26日（水）　神谷小学校
・11月７日(月)　稲生小学校
・12月19日（月）　佐川小学校
・１月26日(木)　大月中学校
・未定　芸西小学校
・未定　梼原小学校

計15校　15回

・中止　12月16日(金)　多ノ郷小学校

【課題】

コロナの感染状況により保護
者の参加見送りや延期・中止
が生じた場合、十分な取組が
できない。

【今後の取組】

・昨年度と同様に食育授業を
実施
・実施の際には新型コロナウ
イルス感染症対策の徹底を
図ることにより、保護者の参
加を呼びかけ、家庭での魚食
普及を図る

５



令和４年度　第３期高知県食育推進計画　進捗状況

担当課 【保健政策課】

第１節　高知家の未来を担う子どもの食育の推進 計画冊子 P28～P31

（１）基礎的な食に関する知識の習得
（２）食の実践力の獲得
（３）食の楽しさ・食事のマナーの定着

【施策目標】（令和５年度）
・朝食を必ず食べる児童生徒の割合：小学5年生95%以上、中学２年生90%以上、高校２年生85%以上

＜H29＞
　　　　男　　　女

小５　　85%　　86%
中２　　81%　　79%
高２　　76%　　83%
【※高知県体力・
運動能力、生活
実態等調査

＜H30＞
　　　　男　　　女

小５　　84%　　87%
中２　　80%　　78%
高２　　77%　　81%

【※高知県体力・運
動能力、生活実態
等調査

＜R1＞
　　　　男　　　女

小５　　84%　　85%
中２　　80%　　77%
高２　　76%　　79%

【※高知県体力・運
動能力、生活実態等
調査

＜R２＞
　　　　男　　　女

（全数ではないため参考数値）

小５　　87%　　86%
中２　　81%　　78%
高２　　74%　　78%

【※高知県体力・運
動能力、生活実態等
調査

＜R３＞
男　　女

小５  82%  85%
中２  78%  75%

高２  75%  74%
【※高知県体力・
運動能力、生活
実態等調査

【プロセス指標】（令和５年度）
・食生活改善推進協議会による食育講座の実施割合（※総数は県公立小学校数）50%以上

＜H29>
実施回数：122回
実施割合：41.7％

＜H30＞
実施回数：137回
実施割合：49.7%

＜R１＞
実施回数：142回
実施割合：54.0%

＜R２＞
実施回数：67回
実施割合：24.5%

＜R３＞
実施回数：119回
実施割合：45.1%

【今年度の取組目標】
・食生活改善推進協議会による食育講座の実施割合５０％以上
・食生活改善推進協議会による食育講座内容充実のための研修会の実施

直近の実績値（R４年度）

・健康教育実施率
　（R3）　100%
・食育講座実施回数
　119回　（34市町村）
・課題校において健康教育実施
　　（３市町村４校６回）

今年度の当初計画（P） 今年度の取組状況（D）
課題と今後の取組予定

（C・A）

食
育
講
座

○食生活改善推進協議会による食育講座
 ・実施回数の決定（４月）
 ・食育講座教材の作成、印刷（５月）
 ・食育講座の開始（６月～）
 ・食育講座内容の充実のため研修会の実施
　（８月）
 ・理事会において進捗状況の確認と次年度
  事業について協議（11月）
 ・事業報告書の集計と事業効果の分析（２月）

○食生活改善推進協議会による食育講座
 ・教材作成
 　家庭で食の自立を促すレシピの掲載
 ・実施回数の決定（98校）
 ・食育講座の実施34市町村91校

【成果と課題】
・健康教育の実施により、朝食摂取の
重要性の理解が深まった。依然とし
て欠食率は高いため、継続した実施
が必要。

【今後の取組】
・食育講座充実のための研修の実施
・朝食欠食率の高い学校での食育講
  座の実施

健
康
教
育

○副読本を活用した健康教育
　・副読本の印刷・配布（４月～６月）
　・子どもの健康教育講師派遣事業の周知・
　　実施
　・健康教育推進研修会における副読本に
　　よる教育指導（７月）
　・副読本の活用状況調査の実施（10月・２月）
　・副読本（翌年度分）印刷準備（３月）

○課題校における健康教育の実施
　・健康教育実施校と協議
　・健康教育の実施（６月～１０月）
　・実施校による事後フォロー
　・事業評価（２月）

○副読本を活用した健康教育
 ・副読本の印刷・配布（５月に配布）
 ・健康教育推進研修会での制度案内（７/４)
 ・子どもの健康的な生活習慣支援講師
　派遣事業による講師派遣
　（２校　12月末時点）

○課題校における健康教育
 ・３市２町の小・中５校で健康教育の実施
  （６/５ ９/22,10/25 ,11/１１/23)
　 １校のみ保護者を含める）
　小学校94.7％（実施前）→95.5％（実施１か月
後）
　中学校92..4％（実施前）→94.3％（実施後２か
月）　→98.1％（実施後３か月）

【成果と課題】
○副読本を活用した健康教育
 ・学校の状況に応じて、副読本の活用

した健康教育が実施されている。

○課題校における健康教育の実施
 ・昨年度の取組を踏まえ、健康教育
実施後に担任や養護教諭による事後
フォローを行うことにより摂取率が向
上

【今後の取組】
○副読本を活用した健康教育
 ・地区組織と連携した連携した健康教

育の普及
・朝食摂取の維持・改善につながった。

健康教育の手法を教育委員会と共
有し、協働し実施。
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令和４年度　第３期高知県食育推進計画　進捗状況

担当課 【保健政策課】　

第２節　健康長寿を実現する食育の推進　 計画冊子 P32～P35

（１）減塩や野菜摂取量を満たすバランスのとれた食生活の実践
（２）生活習慣病の予防と改善
（３）健康寿命を延ばす低栄養の予防
（４）豊かな食生活のための歯と口の健康づくり

【施策目標】（令和５年度）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・食塩摂取量：8.0g以下
・野菜摂取量：350g以上
・果物摂取量（100g未満の県民の割合）：30%以下
・適正体重を維持している県民の割合（肥満（BMI25以上）の減少）
　　　40歳～60歳代男性の肥満者の割合31%以下
　　　40歳～60歳代女性の肥満者の割合19%以下
・よくかんで食べている県民の割合（やせ（BMI18.5未満）の減少）：20歳代女性のやせの費との割合20%
・朝食を食べている県民の割合20-30歳代：85%以上
・65歳以上低栄養傾向（BMI20以下）の割合：男性16%以下、女性20%以下
・１人平均むし歯数：３歳0.4本以下、12歳0.5以下（平成33年度）
・自分の歯を有する県民の割合：60歳で24本以上80%以上、80歳で20本以上60%以上（平成33年度）

＜R4＞

県民健康・栄養調査で
評価

【プロセス指標】（令和５年度）
・食育イベントの取組：50回以上/年

＜H29>
48回

＜H30＞
51回

＜R１＞
50回

＜R２＞
39回

＜R３＞
50回

【今年度の取組目標】
・ヘルスメイトによる食育イベントの実施回数：34市町村50回以上

直近の実績値（R４年度）

食育イベント実施回数　
34市町村　延53回

今年度の当初計画（P） 今年度の取組状況（D）
課題と今後の取組予定

（C・A）

食
生
活
の
実
践

○ヘルスメイトによる食育イベント
・34市町村で実施

○ヘルスメイトによる食育イベント
・食育月間（６月）・食育の日・やさいの日・健康
チャレンジ月間等強化する期間でのイベントの
実施：34市町村53回3,730名

【成果と課題】
・強化期間に合わせた啓発を全市町村で実施でき
た。
【今後の取組】
・食育イベントの継続実施

生
活
習
慣
病
予
防

○健康パスポート事業
 高知家健康パスポートアプリ内で
「野菜摂取を増やす」等の健康チャ
レンジ目標を立てて自己管理を支
援するとともに、健康クイズにより楽
しみながら生活習慣に関する知識
を増やす。

○高知家健康チャレンジ（11月）
　・健康づくり啓発事業による県民
　 への普及啓発
　（CM放送、チラシ配布）
○推定塩分摂取量測定を用いた減
塩の啓発

○健康づくり一口メモでの広報

○健康パスポート事業
・健康チャレンジ目標による自己管理支援
・健康クイズによる生活習慣に関する知識習得
（クイズ満点者グリーンポイント１ポイント取得）
利用者のべ196,873人（４月～12月）

○高知家健康チャレンジ
・高知家健康チャレンジによる普及啓発

CM・チラシ・ポスター・のぼり旗等の配布によ
る周知啓発を行うとともに、タッチポイントを増
やすため、ラジオによる広報、スポーツイベン
トの開催による周知啓発、量販店やコンビニ
で野菜摂取に関する啓発を実施した（量販店
の野菜関連商品に健康パスポートヘルシー
ポイントが取得できるシールを貼付、特設
コーナー・POP等の設置、販促チラシへの掲
載等）

　県と連動した取組として、市町村からの周知
啓発を実施。

○推定塩分摂取量測定を用いた減塩の啓発
・推定塩分摂取量測定事業の実施市町村の拡
大（27市町村→31市町村）

　受検者数13，706人
　平均　男性9.41g　女性9.05g（R４．12月現在）
・食育イベントで減塩リーフレットを配布

○健康づくりひとくちメモでの広報
・健康づくりひとくちメモによる減塩・野菜摂取
の啓発：８回（12月末時点）

【成果と課題】
○健康パスポート事業
・アプリの健康クイズ機能などを活用した生活習慣
に関する意識の醸成が進んでいる。

○高知家健康チャレンジ
・事業実施後の街頭アンケート実施の結果、生活
習慣の改善をしてみようと思った人は、キャン
ペーンを見ていない人よりも見た人の方が多く、
一定の啓発効果を得られた。

・官民協働により、生活習慣病予防の総合的な普
及啓発を拡大し、さらなる行動変容につなげてい
く必要がある。

○推定塩分摂取量測定事業
・全市町村で実施する体制ができた。前年度より
平均値は減少しているが、減塩の行動変容につ
なげるための啓発及び健康教育の継続が必要。

○健康づくりひとくちメモでの広報
・多くの県民の視聴が得られる情報番組やCMで
の啓発により健康づくりへの関心を広めることに
つながった。

【今後の取組】
○健康パスポート事業
・引き続き、アプリ機能を活用して健康意識のさら
なる醸成を目指す。

○高知家健康チャレンジ
・量販店や事業所等とのコラボ企画を拡大するこ
とで、日常のタッチポイントを増やしていくとともに、
高知家健康パスポートアプリと連携した取組（楽
しみながら生活習慣病の改善ができるイベントや
キャンペーンの増加）により県民の健康づくりに
関するモチベーション向上につなげていく。

○推定塩分摂取量測定事業
・過剰摂取者への指導強化や減塩普及活動を継
続する。

〇健康づくりひとくちメモでの広報
・啓発を継続し、健康づくりへの関心を広める。
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低
栄
養
予
防

○オーラルフレイル予防複合プログ
  ラムの実施（運動、栄養、口腔体操、
  噛みごたえのある食事、社会参加
  を組み合わせたプログラム）
○低栄養予防レシピの作成
・検討会の開催（年2回）

○オーラルフレイル予防
・２モデル市でプログラム実施（香美市、四万十
市）介入群：31人、対照群：31人
・オーラルフレイル対策勉強会（2/16予定）
○低栄養予防レシピの作成
・検討会（2回：５/31、8／2）を開催し、レシピの
  開発（8食分）
・県のHPに掲載

【成果と課題】
○オーラルフレイル予防
・オーラルフレイル予防複合プログラムの有効
性について、さらなる検証と効果の普及が必
要

○低栄養予防レシピの作成
・低栄養予防レシピの活用に向け、市町村や高
齢者の食支援に関わる事業所などへの周知
が必要。

【今後の取組】
・市町村でのオーラルフレイル予防策強化に向
けたプログラムの作成

・高知県栄養士会と連携し、低栄養レシピの周
知と新たなレシピの開発

歯
と
口
の
健
康
づ
く
り

・歯と口の健康づくり推進協議会で
の協議（年2回）
・各圏域での歯科保健地域連絡会に
よる検討
・歯周病予防対策

○歯と口の健康づくり推進協議会での協議
（7/25、3/13予定）

○各圏域での歯科保健地域連絡会による検討
　（10/27、12/22、３圏域２～３月開催予定）
○歯周病予防対策
　・歯周病予防啓発CMを放送（２～３月予定）
　・歯周病予防に関するテレビ番組を放送（2/26
予定）

　・事業所での歯周病予防指導ができる歯科衛
生士の育成研修会を実施（7/18、8/28AM,PM）

　・健診会場での歯科保健指導を実施

【成果と課題】
・歯周病の影響は多岐にわたるため、引き続き
幅広い年代への周知啓発や職域へのアプ
ローチが必要

【今後の取組】
・マスメディアを活用した歯周病予防啓発
・健診会場等での歯周病予防指導を実施

８



令和４年度　第３期高知県食育推進計画　進捗状況

　　　　　　　 担当課 【農産物マーケティング戦略課】

第３節　食の理解と継承　 計画冊子 P36～P40

（１）食への感謝や食文化の継承
（２）食の安全・安心の確保
（３）地産地消の推進
（４）災害時の栄養・食生活支援の取組　　　　　　

【施策目標】（令和５年度）
直販所売上高：１００億円

＜H29＞
直販所売上

103億円

＜H30＞
直販所売上
100.6億円

＜R1＞
直販所売上
104.7億円

＜R２＞
直販所売上
104.7億円

【プロセス指標】（令和５年度）
土佐の料理伝承人による郷土料理伝承会の実施回数：３回／
年

＜H30＞
郷土料理伝承会
３回開催54名参
加

＜R１＞
郷土料理伝承会
２回開催54名参
加

　＜R２＞
郷土料理伝承会
３回開催37名参
加

＜R３＞
郷土料理伝承会
 ３回開催32名参
加

【今年度の取組目標】
土佐の料理伝承人による郷土料理伝承会の開催：3回

直近の実績値（　R４年度）

郷土料理伝承会
　　１回開催、４名参加
直販所売上（R３）
　　102.3億円

今年度の当初計画（P） 今年度の取組状況（D） 課題と今後の取組予定（C・A）

食
文
化
の
継
承

・土佐の料理伝承人による郷土料理伝承会を開催

・新たな土佐の料理伝承人の選定　
　

（R412月末時点）
・郷土料理の伝承講座実施
　10月16日（高知市） 
　　

・新たな土佐の料理伝承人の選定
　３町村から3グループ推薦予定
　

【成果と課題】
・郷土料理伝承講座（10/16)
 講師：JA高知市女性部直販部 
 会なるくらぶ
 参加：4名（大学生＋高校生）
・土佐の料理伝承人の高齢化に　
　伴う、郷土料理の技術継承の
　ための新たな後継者育成や仕
　組み作り

【今後の取組】
・郷土料理伝承講座の開催
　（2月　四万十市、調整中）
・土佐の料理伝承人選定委員
会（2月予定）　

地
産
地
消

・直販所の発展を目的に、経営改善戦略の策定及　　
　び実行を支援するアドバイザーを直販所の依頼
　に応じ派遣

・直販所の店舗関係者や生産者等を対象に法令や
　衛生面、農薬等について学び、生産者と消費者の
　信頼を結ぶ役割を担っていただくための「「安心
　係」を養成するための講習会を開催
　県内３ブロック(高知市、須崎市、幡多）で計4回
　開催（７～8月）

・経営改善戦略作成支援：3店舗：
経営改善戦略実行支援：１店舗（昨年度戦略作成）
　

・農林水産物直販所「安心係」養成講習開催
　（7/12、7/20、7/26、8/16）

【成果と課題】
・４店舗にアドバイザーを派遣し、
　取り組んでいるが、経営改善　
　戦略作成が遅れている

・直販所「安心係」養成講習会
　県内3ブロックで開催
　参加者：137名
（142店舗中119店舗に安心係配
置）
【今後の取組】
・3月中旬頃までには、3店舗の
経営改善戦略を策定

　　９



令和４年度　第３期高知県食育推進計画　進捗状況

担当課 【薬務衛生課】

第３節　食の理解と継承　 計画冊子 P36～P40

（１）食への感謝や食文化の継承
（２）食の安全・安心の確保
（３）地産地消の推進
（４）災害時の栄養・食生活支援の取組

【施策目標】（令和５年度）

【プロセス指標】（令和５年度）
・消費者を対象とした食品衛生に関する講習回数：90回以上
・消費者を対象とした食品表示に関する講習回数：20回以上
・意見交換会（リスクコミュニケーション）の開催：10回以上

＜H30＞
食品衛生に関する
講習 95回
食品表示に関する
講習 19回
意見交換 12回

＜R１＞
食品衛生に関する講
習 89回
食品表示に関する講
習 19回
意見交換 12回

＜R２＞
食品衛生に関す

る講習 24回

食品表示に関す
る講習 　５回

意見交換８回

＜R３＞
食品衛生に関す

る講習 21回

食品表示に関す
る講習　13回

意見交換９回

【今年度の取組目標】
・食品安全に関する情報の提供：随時
・食品表示の普及啓発：随時
・意見交換会開催：５回以上

直近の実績値
（R３年度実績）

食品衛生に関する講習 　　21回
食品表示に関する講習 　　13回
意見交換　９回

今年度の当初計画（P） 今年度の取組状況（D）
課題と今後の取組予定

（C・A）

普
及
啓
発

・食品安全に関する情報の提供
　　食中毒予防の普及啓発
　　食品衛生法改正の情報提供　等
・食品表示の普及啓発
　　

（参考：事業者向け）
・食品衛生法改正の周知・指導
　（HACCP制度化、営業許可制度の見直し、営業
届出制度の創設、食品リコール制度の創設等）
・適正な食品表示の普及啓発・指導

※R4.12末時点（高知市分除く）
・消費者向け食品衛生講習  30回
・消費者向け食品表示講習  16回

（参考）
・事業者向け食品衛生講習　132回
・事業者向け食品表示講習　104回

【成果と課題】
・消費者向けの講習回数は、新型コ
ロナウイルス流行以前と比べると
依然として少ない状況であるが、
R2,3年度と比べると増加。

・R4年の食中毒発生数は9件（県3、
高知市6）で、直近3年間ではほぼ
横ばい。

【今後の取組】
・引き続き講習会等の機会やホー
ムページ等での普及啓発を行う

相
互
理
解

・意見交換によるリスクコミュニケーションの推進 ・意見交換会：６回（R4.12末時点）
　-加熱不十分な食肉のリスクについて
　-健康のための食品表示の利用
　-食品添加物・アレルギー表示について
　-食品表示及び食品衛生について

・県政出前講座：０回（R4.12末時点）

・食の安全・安心推進審議会分科会：１回

【成果と課題】
・各福祉保健所において意見交換
会を開催し、各テーマに関する情
報提供や意見交換を行った

【今後の取組】
・R4年度に予定していた意見交換
会は実施終了。今後は参加者のア
ンケート分析を行う。
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令和４年度　第３期高知県食育推進計画　進捗状況

担当課 【水産漁業振興課】　

第３節　食の理解と継承　 計画冊子 P36～P40

（１）食への感謝や食文化の継承
（２）食の安全・安心の確保
（３）地産地消の推進
（４）災害時の栄養・食生活支援の取組

【施策目標】（令和５年度）

【プロセス指標】（令和５年度） ＜H29＞
小学校（延べ13校）
368名
中学校（延べ6校）
257名
その他福祉施設等
　　 （延べ5箇所）
127名

＜H30＞
小学校（延べ18校）
400名
中学校（延べ10校）
204名
その他福祉施設等
　　 （延べ15箇所）
520名

＜R１＞
小学校（延べ17校）
471名
中学校（延べ11校）
236名
その他福祉施設等
（延べ7箇所）150名

＜R２＞
小学校（延べ10校）
470名
中学校（延べ0校）0名
その他福祉施設等

（延べ4箇所）45名

＜R３＞
小学校（延べ８校）
271名
その他福祉施設等
（延べ３箇所）118名

【今年度の取組目標】
・漁業指導所による漁業に関する講義や、調理実習等の普及啓発を行う。
・漁業士会や漁協女性部等と連携し、鰹の藁焼き体験、一本釣り模擬体験等を行ったり、魚のさばき方の学習、ま
たそれらの地場産品を使用した郷土料理作りや実食を行う。

直近の実績値
（令和３年度）

小学校（延べ８校）271名
その他福祉施設等

（延べ３箇所）118名

今年度の当初計画（P） 今年度の取組状況（D）
課題と今後の取組予定

（C・A）

魚
食
普
及
活
動

○地元食材による魚食調理実習（計画）
【室戸、中央、清水、宿毛】
　小学校（延べ７校）
　その他福祉施設等（４箇所）
※コロナウイルスの影響等によりスケジュールが未定

のため、実施校数に誤差が生じる場合がある。

◆地元食材による魚食調理実習(実績)
小学校(延べ12校)
中学校(延べ３校)
その他福祉施設等(２箇所)

【成果と課題】
○成果
漁業に関わりのない児童
たちが地元の魚に関心を
持つ良い機会となった。

○課題
コロナ禍による魚食普及
活動の講師の確保。

【今後の取組】
小学校：１校
中学校：１校
その他福祉施設等：
延べ４箇所
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令和４年度　第３期高知県食育推進計画　進捗状況

担当課 【漁港漁場課】

第３節　食の理解と継承　 計画冊子 P36～P40

（１）食への感謝や食文化の継承

（２）食の安全・安心の確保
（３）地産地消の推進
（４）災害時の栄養・食生活支援の取組

【施策目標】（令和５年度）

【プロセス指標】（令和５年度） ＜H29＞
小学校 １回

＜H30＞
小学校　３回

＜R１＞
小学校　２回

＜R２＞

０回
＜R３＞

０回

【今年度の取組目標】
・県は、漁協女性部と連携し、地場産のカツオを使用した、「カツオのたたき」づくり体験を行う。

直近の実績値
（令和元年度）

・食育講座
　実施回数：小学校　２回

今年度の当初計画（P） 今年度の取組状況（D）
課題と今後の取組予定

（C・A）

食

育

◆地元食材による魚食調理実習（計画）

小学校（延べ１校）
　・食育講座、体験
　　実施回数 ： 小学校 １回 （香南市香我美小学校）

【課題】

・新型コロナウイルス感染
症対策

【今後の取組】

・「カツオのたたき」づくり
体験を可能とする新型コロ
ナウイルス感染症対策の
検討

12



令和４年度　第３期高知県食育推進計画　進捗状況

担当 【水産物外商室】　　

第３節　食の理解と継承　 計画冊子 P36～P40

（１）食への感謝や食文化の継承

（２）食の安全・安心の確保
（３）地産地消の推進
（４）災害時の栄養・食生活支援の取組

【施策目標】（令和５年度）

【プロセス指標】（令和５年度）
　

＜H30＞
来場者数
26,766人

パートナー店
270店舗

＜R1＞
来場者数

14,895人
パートナー店

270店舗

＜R２＞
キャンペーン応募件

数合計9,186件
パートナー店

326店舗

＜R３＞
キャンペーン応募
件数合計15,172件

パートナー
315店舗

【今年度の取組目標】

□「今日はさかなにしよう」推進パートナー店の募集を引き続き実施。

直近の実績値

（令和３年度）

□「今日はさかなにしよう」
買って応援キャンペーン
PART２（令和３年２月20
日（土）～令和３年５月９
日（日）。令和２年度から
継続実施。）

　応募件数　15,172件
□「今日はさかなにしよう」

推進パートナー店
　令和３年度末　315店舗　

今年度の当初計画（P） 今年度の取組状況（D）
課題と今後の取組予定

（C・A）

地
産
地
消
の
推
進

○「今日はさかなにしよう」推進パートナー店の募集を引
　 き続き行い、県内の量販店・小売店と連携できる形を
   作る取組を継続して実施。

○「今日はさかなにしよう」推進パートナー
店　登録店舗数　315店舗

パートナー店　追加　１店舗

【成果】
・「今日はさかなにしよう」推

進パートナー店　登録店
舗数　316店舗

【課題】

・量販店、飲食店での県産
水産物の取扱の拡大

【今後の取組】
・「今日はさかなにしよう」推
進パートナー店の募集を引
き続き実施
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令和４年度　第３期高知県食育推進計画　進捗状況

担当課 【保健体育課】

第３節　食の理解と継承　 計画冊子 P36～P40

（１）食への感謝や食文化の継承

（２）食の安全・安心の確保
（３）地産地消の推進
（４）災害時の栄養・食生活支援の取組

【施策目標】（令和５年度）
・学校給食における地場産物の活用
（食品数ベース）：50％

＜Ｈ２９＞
地場産物活用率

（食品数）

37.0％

＜Ｈ３０＞
地場産物活用率

（食品数）

39.6％

＜Ｒ３＞
地場産物活用率

（食品数）

38.9％

＜Ｒ２＞
地場産物活用率

(食品数）
36.5％

＜Ｒ３＞
地場産物活用率

（食品数）
44.8％

【プロセス指標】（令和５年度）
なし

【今年度の取組目標】

・地場産物活用割合が低い施設と高い施設についての献立の傾向や課題を分析し、各校の栄養教諭等に研修会等で
課題や改善策について周知することで、地場産物活用割合の向上を図る。
　

直近の実績値（R４年度）

（Ｒ４）
地場産物活用率

（食品数）

43.5％

今年度の当初計画（P） 今年度の取組状況（D）
課題と今後の取組予定

（C・A）

地
産
地
消
の
推
進

○関係機関に取組依頼
　・市町村（学校組合）教育長
　・県立学校長
　・高知県学校栄養士会

○地場産物活用割合50％以上（食品数ベース）を目指した
献立の実施

　・高知の食べものいっぱい入っちゅう日：毎月１回（任
　意の日）
　・高知家のカレー（カレーの日）：6/19
　・高知家のおだし（だしで味わう和食の日）：11/24

○取組事例の報告（12月）

○市町村（学校組合）教育長及び県立
　学校長に取組及び報告依頼（４月）

○高知県学校栄養士会の研修会にお
　いて地場産物の更なる活用について
　依頼（５月）

　・地場産物活用率の推移について確認

○各学校等において取組実施

【成果と課題】
・昨年度実施された県の事
業（農業振興部・水産振興
部）が今年度無くなり、地場
産物活用率が少し下がった。
・県内のモデル献立につい
て、研修会で紹介する事で
共有ができた。

【今後の取組】
・ホームページに県内の取
組や献立を掲載し、周知を
行う。
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令和４年度　第３期高知県食育推進計画　進捗状況

担当課 【保健政策課】

第３節　食の理解と継承　 計画冊子 P36～P40

（１）食への感謝や食文化の継承
（２）食の安全・安心の確保
（３）地産地消の推進
（４）災害時の栄養・食生活支援の取組

【施策目標】（令和５年度）
・南海トラフ地震時栄養・食生活支援活動ガイドラインに基づく市町村災害時保健活動マニュアルの策定状況：全市町村

【プロセス指標】（令和５年度） <H29>
９市町村

＜H30＞
30市町村

＜R1＞
31市町村

＜R2＞
33市町村

＜R３＞
34市町村

【今年度の取組目標】
・市町村災害時保健活動マニュアルに南海トラフ地震時栄養・食生活支援活動ガイドラインVer.2の内容を
盛り込むことの支援

直近の実績値（R３年度）

・食育講座実施回数：119回
・食育イベント実施回数：50回
・市町村災害時保健活動マ
ニュアルに栄養食支援の記
載あり　34市町村

今年度の当初計画（P） 今年度の取組状況（D）
課題と今後の取組予定

（C・A）

食
文
化
の
継
承

・ヘルスメイトによる食育講座や食育イベント
などで地域食材や料理の紹介（全市町村）

・食育イベントでは資料配付の他、野菜たっぷり
レシピ、食材、調理グッズ等を配布し、家庭での
実践を促した。（34市町村53回3730名）

【成果と課題】
・展示、配布物を工夫し、普及
啓発の実施

【今後の取組】
・食育講座、食育イベントの継
続した実施

災
害
時
の
栄
養
・
食
生
活
支
援

・南海トラフ地震時栄養・食生活支援活動事
例検討会の開催（7月）

・南海トラフ地震時栄養・食生活支援活動ガイ
ドラインVer.２に基づく市町村保健活動マニュ
アルの改定支援

・災害時保健活動情報伝達訓練での検証
　（２月）

・南海トラフ地震時栄養・食生活支援活動事例検
討会の開催(7/19　17名参加)

・福祉保健所へ市町村保健活動マニュアルの改
定支援（６市町村）

・災害時保健活動情報伝達訓練での検証
　（２/14）

【成果と課題】
・事例検討により、災害発生時
  の対応や平時からの取組の
必要性について深めることが
できた。

・Ver２に対応した市町村マ
ニュアルへの改定支援の推
進

【今後の取組】
・災害に関する研修会の継続  
 実施
・市町村保健活動マニュアル
 の改定支援
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令和４年度　第３期高知県食育推進計画　進捗状況

担当 【保健政策課】　

第４節　食を育む環境づくり　 計画冊子 P41～P44

（１）食育に関する人材育成
（２）企業や関係団体などとの連携
（３）県民運動の推進

【施策目標】（令和５年度）
・食生活改善推進員の数：1,800人維持
・食育に関心を持っている県民の割合：95%以
上

＜H29> ＜H30＞ ＜R1＞ ＜R2＞ ＜R３＞

ヘルスメイト数 1,742人 1,733人 1,651人 1,468人 1,403人

【プロセス指標】（令和５年度）
・減塩プロジェクト参加企業数：40社
・ヘルシー弁当等販売企業数：７社
・食育月間の取組：40回
・食育の日の取組：10回
・やさいの日の取組：25回

＜H29＞ ＜H30＞ ＜R1＞ ＜R2＞ ＜R3＞

・減塩プロジェクト参加企業
数
・ヘルシー弁当等販売企業
数
・食育月間の取組
・食育の日の取組
・やさいの日の取組

34社
5社
6回
2回
18日

34社
5社
8回
1回
13回

35社
6社
7回
1回
14回

35社
6社
37回
8回
7回

35社
6社
50回
18回
３回

【今年度の取組目標】
・食生活改善推進員の養成教室の実施（R3年度未実施市町村で50人以上）

直近の実績値（R４年度）

・養成教室の実施　　市町村　修了者18名
・減塩プロジェクト　　　  35 社
・ヘルシー弁当販売 　　 ６ 社
・「食育月間の取組」 　　70 回
・「食育の日の取組」 　　12 回
・「やさいの日の取組」 　10 回

今年度の当初計画（P） 今年度の取組状況（D）
課題と今後の取組予定

（C・A）

食
育
に
関
す
る
人
材
育
成

・食生活改善推進員養成講座の開
催（16市町村68人以上）

・行政栄養士人材育成ガイドライン
に基づく人材育成研修会の開催

（新任期・中堅期・全対象）

・食生活改善推進員養成講座15市町村で開催
　33人養成

・新任期(7/8,12/9：２回/年）
  

【成果と課題】
・市町村が養成講座を開催しているが、養成
数が減少。継続した講座の開催を働きかけ
が必要。

【今後の取組】
・ヘルスメイト養成講座の定期的開催
・「高知県行政栄養士人材育成ガイドライン」
に基づいた研修の継続実施

企
業
等
と
の
連
携

○高知家健康チャレンジ（11月）
　・量販店等と連携した行動変容の
促進

○高知家健康チャレンジ（11月）
・量販店やコンビニで野菜摂取に関する啓発を実施
（量販店の野菜関連商品に健康パスポートヘルシー
ポイントが取得できるシールを貼付、特設コーナー・
POP等の設置、販促チラシへの掲載等）

【成果と課題】
・事業実施後の街頭アンケート実施の結果、
生活習慣の改善をしてみようと思った人は、
キャンペーンを見ていない人よりも見た人の
方が多く、一定の啓発効果を得られた。

・官民協働により、生活習慣病予防の総合的
な普及啓発を拡大し、さらなる行動変容につ
なげていく必要がある。

【今後の取組】
・量販店や事業所等とのコラボ企画を拡大す
ることで、日常のタッチポイントを増やしてい
くとともに、高知家健康パスポートアプリと連
携した取組（楽しみながら生活習慣病の改
善ができるイベントやキャンペーンの増加）
により県民の健康づくりに関するモチベー
ション向上につなげていく。

県
民
運
動
の
推
進

・食育月間・食育の日における食育
活動の実績把握

・食育月間・食育の日・やさいの日に
あわせた食育イベントの実施

・食生活改善普及月間(９月）にあわ
せた「バランス食」等の広報

・「食育月間」及び「食育の日」等取組の実績
　食育月間70件、食育月間以外36件、食育の日12件

・高知県食生活改善推進協議会による食育月間、食育
の日、やさいの日に合わせたイベントの開催

・県広報紙へ食生活改善普及月間(９月）の周知

・「高知家の早寝早起き朝ごはんフォーラム2022」への
 協力

【成果と課題】
・食育に関心が高まる内容を工夫し継続した
取組が必要

【今後の取組】
・食育月間、食育の日等の広報のほか、継続
した取組の実施
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基本方針 今年度の取組状況

第１節
　高知家の未来
を担う子どもの

食育の推進

（１）基礎的な食に関する知識
の習得

（２）食の実践力の獲得

（３）食の楽しさ・食事のマ
ナーの定着

第３節（３）地産地消の推進 

第２節　
健康長寿を実現
する食育の推進　

（１）減塩や野菜摂取量を満た
すバランスのとれた食生
活の実践

（２）生活習慣病の予防と改善

（３）健康寿命を延ばす低栄養
の予防

（４）豊かな食生活のための歯
と口の健康づくり

第３節　
食の理解と継承　

（１）食への感謝や食文化の継
承

（２）食の安全・安心の確保

（３）地産地消の推進

（４）災害時の栄養・食生活支
援の取組

第４節　
食を育む環境づ

くり　

（１）食育に関する人材育成

（２）企業や関係団体などとの
連携

（３）県民運動の推進

第３期高知県食育推進計画進捗状況

＜令和４年度第２回食育連携推進協議会資料＞

生産者事業者（流通業者）

団体名 取組内容 時期 回数 取組
状況

J
A
高
知
県

安芸
地区

学校出前授業 随時 小学校７回
中学校１回

実施
済み

やっぱり農！！
いきいきちゃぐ
りん塾（あぐり
スクール）

５月～
12月

全８回 実施
済み

香美
地区

学童農園（野
市・夜須）

６月～ １日×３回 実施
済み

高知
地区

田植え体験（管
内小学校）

４月 実施
済み

仁淀
川地
区

農業塾の開催 １月～
12月

全13回 実施
済み

親子あぐりス
クール（収穫体
験、集荷場見学、
料理体験など）

５月～
11月

全６回 実施
済み

メンズクッキン
グスクール

６月～
11月

全５回 実施
済み

高西
地区

学校出前授業 随時 小学校７回
高校３回

実施
済み

幡多
地区

親子ちゃぐりん
フェスタ

10月 １回 実施
済み

統括
本部

親子あぐりス
クール（収穫体
験、集荷場見学、
料理体験など）

５月～
12月

全５回 実施
済み

男の料理教室
（高知県産の農
畜産物を使い高
知の食の安全・
安心を考える）

６月～
12月

全５回 実施
済み

1
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基本方針 今年度の取組状況

第１節
　高知家の未来
を担う子どもの

食育の推進

（１）基礎的な食に関する知識
の習得

（２）食の実践力の獲得

（３）食の楽しさ・食事のマ
ナーの定着

第１節
（1）・親子料理教室開催（とさのさと御座店K＋にて）
10月　 おばけバーガー（ハロウィン）　　　　
1月　　手作りみそ＋みそ玉作り
2月　　ガーリックライスのステーキのっけ　
　　　・「夏休みもしっかり朝ごはん・昼ごはん食べよう」　
　　　　食事提案を各店舗で展開
　　　　⇨「夏休みおたすけ隊」ﾎｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ活用・キャンプ飯・時短朝
　　　　　ごはん提案など
（3）・８月夏休み企画　朝ごはんを食べきる（食品ロス）・歯みが
　　　　き・あいさつなどゲーム感覚でご家族参加型
　　　「サニマでビンゴ」590名のお子様が参加。
　　　・その他アイシングクッキー（7・10・12・2月親子菓子教
　　　　室）など季節のイベントを食で楽しむ

第２節
（1）・地域のヘルスメイト様とのコラボ食育活動を店舗で実施。
　　　　アクシスいの店（6/22）・四万十店（8/31）他
　　　・各店毎月の食育活動。食事見本食事バランスガイド紹介等

第3節
（1）季節の行事食・いわれの関連レシピ紹介や提案
　　　6月半晦日・夏越ごはん/７月半夏生・七夕/９月十五夜・・・
（2）毎月の勉強会（衛生・品質管理・表示法他）　　　
（3）地元メーカーの商品の紹介・コラボ料理教室等
　　　　ひまわり乳業様とキャンプ飯　親子教室　　　
　　　　土佐市「浜吉ヤ」様と高岡店料理ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰだし教室
（4）・ローリングストック・長期間保存可能食品の提案や紹介。
　　　・10月お客様参加型企画　防災備蓄食品寄贈
　　　・食品ロス削減企画　お客様参加型で子ども食堂へ寄付

第4節
（1）・毎月の食育担当者定例会議にて、担当従業員へ食材や料理に
　　　　ついて勉強会を実施。
　　　　地元ハーブ農園様によるハーブ勉強会・みそ作り・地元の旬
　　　　野菜を中心としたヴィーガン料理教室等
　　　・食育活動発表審査会・・１８店舗の活動内容により上位表彰
　　　・栄養士会様ご協力により、郷土料理教室１月より開催
（2）食品企業と連携し、リモート料理教室・店舗料理アドバイザー
　　　とコラボ講座等
　　　　ピエトロ様とのリアル＆リモート教室
　　　　他実施計画中

第２節　
健康長寿を実現
する食育の推進　

（１）減塩や野菜摂取量を満た
すバランスのとれた食生
活の実践

（２）生活習慣病の予防と改善

（３）健康寿命を延ばす低栄養
の予防

（４）豊かな食生活のための歯
と口の健康づくり

第３節　
食の理解と継承　

（１）食への感謝や食文化の継
承

（２）食の安全・安心の確保

（３）地産地消の推進

（４）災害時の栄養・食生活支
援の取組

第４節　
食を育む環境づ

くり　

（１）食育に関する人材育成

（２）企業や関係団体などとの
連携

（３）県民運動の推進

第３期高知県食育推進計画進捗状況

＜令和４年度第２回食育連携推進協議会資料＞

2022夏休み企画

生産者事業者（販売者）
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基本方針 今年度の取組状況

第１節
　高知家の未来
を担う子どもの

食育の推進

（１）基礎的な食に関する知
識の習得

（２）食の実践力の獲得

（３）食の楽しさ・食事のマ
ナーの定着

○県からの委託事業「地域食育推進事業」の食育講座では、
小学５年生を対象とし、県内で100回以上を今年は計画して
います。市町村や学校の方針で、調理実習までできている学
校や対面の講座が不可能で配布物を先生に配ってもらう学校
とコロナ対策で対応が違っています。

○「しっかり食べて元気いっぱい」のテキストを使用して進
めています。朝ごはんは３つのスイッチという話から始まり、
生活リズム、バランスのよい食事、そしてヘルスメイトが出
し合った朝食の簡単なレシピを載せています。

○今年すでに事業が終了している所を見てみますと、ガラス
鍋を使ってご飯が炊ける様子を観察した所やポリ袋を使って
災害時に役立つ料理をした所、作り方が動画で見ることがで
きるように配布レシピにQRコードをつけた所、作った料理を
皿鉢に盛ったなどとても工夫された学校もありました。

○子ども達の感想の中で、「料理を作ることが好きになっ
た」「片付けが大変だったので、手伝いをもっとしたいなと
思った」「給食の調理員さんはすごいと思った」「食べ物の
ありがたみがわかった」「講話を聞いて朝ごはんをきちんと
お腹いっぱい食べようと思った」という本当にうれしい感想
がありました。

○小さい村などでは、小学校を卒業するまでに数回に渡って
子ども達と調理実習する機会があり、その子の成長が見られ
たり、家庭でお手伝いしている子の違いがわかる場面に合っ
たりするといったヘルスメイトの感想がありました。

第２節　
健康長寿を実現
する食育の推進　

（１）減塩や野菜摂取量を満
たすバランスのとれた
食生活の実践

（２）生活習慣病の予防と改
善

（３）健康寿命を延ばす低栄
養の予防

（４）豊かな食生活のための
歯と口の健康づくり

第３節　
食の理解と継承　

（１）食への感謝や食文化の
継承

（２）食の安全・安心の確保

（３）地産地消の推進

（４）災害時の栄養・食生活
支援の取組

第４節　
食を育む環境づ

くり　

（１）食育に関する人材育成

（２）企業や関係団体などと
の連携

（３）県民運動の推進

第３期高知県食育推進計画進捗状況

＜令和４年度第２回食育連携推進協議会資料＞

地域食育活動関係者
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基本方針 今年度の取組状況

第１節
　高知家の
未来を担う
子どもの食
育の推進

（１）基礎的な食に関する知
識の習得

（２）食の実践力の獲得

（３）食の楽しさ・食事のマ
ナーの定着

健康講座（職員研修　私立幼稚園連合会　NPO法人等）

食文化に関する講座（専門学校・大学生）

大学生への食材支援（行政・高知県社会福祉協議会等と連携し
て高知県立大学で）6月7日・2月8日予定

山菜（4月10日）・梅（6月19日）・柚子・こんにゃくいも
等の収穫（11月20日）と加工体験（6月・11月）
中学生・高校生・大学生と郷土料理づくり
　
防災植物について講演会（10月29日）

行政・NPO法人・町内会・関係団体等と勉強会・研修会・講
習会
土佐田舎ずしの啓蒙活動
執筆

第２節　
健康長寿を
実現する食
育の推進　

（１）減塩や野菜摂取量を満
たすバランスのとれた
食生活の実践

（２）生活習慣病の予防と改
善

（３）健康寿命を延ばす低栄
養の予防

（４）豊かな食生活のための
歯と口の健康づくり

第３節　
食の理解と

継承　

（１）食への感謝や食文化の
継承

（２）食の安全・安心の確保

（３）地産地消の推進

（４）災害時の栄養・食生活
支援の取組

第４節　
食を育む環
境づくり　

（１）食育に関する人材育成

（２）企業や関係団体などと
の連携

（３）県民運動の推進

第３期高知県食育推進計画進捗状況

＜令和４年度第2回食育連携推進協議会資料＞

地域食育活動関係者
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基本方針 今年度の取組状況

第１節
　高知家の未来
を担う子どもの

食育の推進

（１）基礎的な食に関する知
識の習得

（２）食の実践力の獲得

（３）食の楽しさ・食事のマ
ナーの定着

○乳幼児健診時の栄養相談
○生涯教育実務研修会「食べる機能の発達・咀嚼について」

○栄養ワンダー・オンライン2022で啓発

〇特定保健指導
・担当者会・ステップアップ研修
○生活習慣病予防対策栄養講座
〇腎臓病料理教室（献立をHPに掲載）
○「新春県民公開講座」安藤和津講演会
○栄養ワンダー2022で啓発

○生涯教育実務研修会
「ポピュレーション対策としての生活習慣病予防」
「ＣＯＰＤの病態と栄養サポート」
○外来栄養食事指導推進事業（二次保健医療圏症例検討会）
○高齢者の栄養・食の自立支援事業
・地域ケア会議での栄養・食生活アドバイス
・研修（フレイル・低栄養予防・通いの場での地域連携）
・介護予防事業
・いのちのスプーン事業

〇土佐郷土料理教室（サニーマートキッチンプラス）
○災害時食支援体制整備事業
・JDA-DATスタッフ養成研修・スキルアップ研修会
・JDA-DATリーダー育成研修会
・県の南海トラフ地震対策情報伝達訓練　
　に合わせてJDA-DAT派遣要請訓練の実施
・災害時栄養・食生活支援活動マニュアルの充実
　（アクションカードの作成）

〇生涯教育実務研修会の開催
・「栄養の日（8月4日）・栄養週間（8月1日～7日）」啓発
〇　栄養ワンダー2022（7月1日～8月31日）
・「高知市いきいき健康チャレンジ2022」応援講座
　栄養編　講演；「栄養の整理整頓Ver2」
〇加工食品の栄養成分値算定
・栄養成分表示研修

第２節　
健康長寿を実現
する食育の推進　

（１）減塩や野菜摂取量を満
たすバランスのとれた
食生活の実践

（２）生活習慣病の予防と改
善

（３）健康寿命を延ばす低栄
養の予防

（４）豊かな食生活のための
歯と口の健康づくり

第３節　
食の理解と継承　

（１）食への感謝や食文化の
継承

（２）食の安全・安心の確保

（３）地産地消の推進

（４）災害時の栄養・食生活
支援の取組

第４節　
食を育む環境づ

くり　

（１）食育に関する人材育成

（２）企業や関係団体などと
の連携

（３）県民運動の推進

第３期高知県食育推進計画進捗状況

＜令和４年度第２回食育連携推進協議会資料＞

地域食育活動関係者
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基本方針 今年度の取組状況

第１節
　高知家の未来
を担う子どもの

食育の推進

（１）基礎的な食に関する知
識の習得

（２）食の実践力の獲得

（３）食の楽しさ・食事のマ
ナーの定着

　高知県市町村教育委員会連合会の重点研究調査事項として
いるが、本年度は教育長・教育委員を対象とした研修で、食
育に関する講師を招くことは行っていない。
　ただし、第3期高知県教育振興基本計画の中の「健康・体
力の向上」「地域全体で子どもを見守り育てる取組の推進」
において食育を推進することとしており、各市町村（学校組
合）教育委員会においても、食育の推進に取り組んでいる。
　南国市においては、第３節「食の理解と継承」を中心に、
有識者から給食、食育のあり方についてご意見をうかがう給
食アドバイザー会議を年2回開催することとしており、本年
度第2回の会を2月17日（金）に開催した。

第２節　
健康長寿を実現
する食育の推進　

（１）減塩や野菜摂取量を満
たすバランスのとれた
食生活の実践

（２）生活習慣病の予防と改
善

（３）健康寿命を延ばす低栄
養の予防

（４）豊かな食生活のための
歯と口の健康づくり

第３節　
食の理解と継承　

（１）食への感謝や食文化の
継承

（２）食の安全・安心の確保

（３）地産地消の推進

（４）災害時の栄養・食生活
支援の取組

第４節　
食を育む環境づ

くり　

（１）食育に関する人材育成

（２）企業や関係団体などと
の連携

（３）県民運動の推進

第３期高知県食育推進計画進捗状況

＜令和４年度第２回食育連携推進協議会資料＞

教育・学校関係者

6



基本方針 今年度の取組状況

第１節
　高知家の未来
を担う子どもの

食育の推進

（１）基礎的な食に関する知
識の習得

（２）食の実践力の獲得

（３）食の楽しさ・食事のマ
ナーの定着

第1節
高知県学校栄養士会会員の所属数・兼務校の小学５年生、中
学２年生を対象にグーグルフォームで朝食アンケートを実施
（小5：3,244名、中２：2,410名 回答）

・毎日朝食を必ず食べる　小5：83.3％　中2：75.0％
　小・中共朝食を必ず食べている割合が本年度は高かっ
　た。朝食欠食の理由としては「時間がない」の回答数が多
　い。（特に中学生）
・朝食に主食＋おかずを食べている児童・生徒数の割合が低
　くなっている。
　小５　63.6％（R3）→　55.8％（R4）
　中２　62.0％（R3）→　53.1％（R4）
・小学５、６年及び中学校の家庭科、小・中学校特別活動で
　朝食の摂取及び朝食内容の充実を目指した指導をする際の
　教材をデータ化し、県内の栄養教諭だけでなく、全教職員
　が共有できるよう「高知家まなびばこ」への掲載に向け準
　備中。

第２節　
健康長寿を実現
する食育の推進　

（１）減塩や野菜摂取量を満
たすバランスのとれた
食生活の実践

（２）生活習慣病の予防と改
善

（３）健康寿命を延ばす低栄
養の予防

（４）豊かな食生活のための
歯と口の健康づくり

第３節　
食の理解と継承　

（１）食への感謝や食文化の
継承

（２）食の安全・安心の確保

（３）地産地消の推進

（４）災害時の栄養・食生活
支援の取組

第４節　
食を育む環境づ

くり　

（１）食育に関する人材育成

（２）企業や関係団体などと
の連携

（３）県民運動の推進

第３期高知県食育推進計画進捗状況

＜令和４年度第２回食育連携推進協議会資料＞

教育・学校関係者
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基本方針 担当課 委員

（１）基
礎的な食
に関する
知識の習
得

【幼保支援課】
○保護者を対象に基本的生活習慣に関するパンフレットの配

付や学習会を実施
○取組強調月間の実施（６月・11月）
○取組強調月間の実施、取組に関するアンケートの集計・事

業効果の分析

【生涯学習課】
○生活リズム名人認定率４５％以上
○小学校の取組校の増加１６０校
○中学校取組校の増加１０校

【保健体育課】
○食事提供活動の実施（通年）
○健康教育の中核となる教員の資質向上のための研修会の実

施
　・食育・学校給食推進研修会
　　（栄養教諭・学校栄養職員研修会）
　・健康教育推進研修会（保健主事研修会）
　・学校保健推進研修会（養護教諭研修会）
○健康教育副読本を活用した食育の実施
○食に関する指導の年間指導計画作成の推進
○「食に関する指導」実施状況調査における把握（３月）

【保健政策課】
○食生活改善推進協議会による食育講座
○副読本等健康教育教材の配布、活用状況調査の実施
○課題校における健康教育の実施

【サニーマート】
○親子料理教室開催
○「夏休みもしっかり朝ごはん・昼ごは
　ん食べよう」食事提案を各店舗で展開

【高知県食生活改善推進協議会】
○地域食育推進事業（食育講座）を対象を
   小学５年生に実施している。この事業を  
   継続し、子育て世代に啓発していく。

【高知県栄養士会】
○乳幼児健診時の栄養相談
○生涯教育研修会「食べる機能の発達・咀

嚼について」

【学校栄養士会】
○朝食アンケートの実施
○栄養教諭を含めた教職員が活用で 
   きる食育教材をデジタルツール化
　
【高知県市町村教育委員会連合会】
○令和4年度重点研究調査事項とし
   て「食育の推進」を位置づけ

【高知県保幼小中高PTA連合体連絡協議
会】
○「高知家の早寝早起き朝ごはん
   フォーラム2022」の開催予定
・R4.12.11（日）中央公園にて食のイベ

ントの実施
・R5.1.22（日）オーテピア高知図書館に

て食育に関する講演
　講師：服部　幸應氏（学校法人服部学園　

服部栄養専門学校　理事長・校長）

（２）食
の実践力
の獲得

【水産業振興課】
○地元食材による魚食調理実習

【水産物外商室】
○水産物食育推進事業

【保健政策課】
○食生活改善推進協議会による食育講座
○高知県版リーフレットを活用した食育推進と健康教育の
   実施

【高知県栄養士会】
〇栄養ワンダー・オンライン2022で啓発
　

（３）食
の楽し
さ・食事
のマナー
の定着

【保健政策課】
○食生活改善推進協議会による食育講座

【サニーマート】
○８月夏休み企画　朝ごはんを食べきる
 （食品ロス）
○歯みがき・あいさつなどゲーム感覚
　でご家族参加型

令和４年度第３期高知県食育推進計画進捗状況一覧

◆今年度の当初計画

参考資料１

施策目標（令和5年度）

・朝食を必ず食べる児童生徒の割合：小学５年生95％以上、中学２年生90％以上、高校２年生85％以上
・食に関する指導の年間計画（各学年）を作成している学校の割合（小学校・中学校）：100％
・生活リズム名人認定者数14,000人以上/年

プロセス指標（令和5年度）

・３歳児保護者に対して基本的生活習慣の学習会等を実施した保育所・幼稚園等の割合：100％
・食生活改善推進協議会による食育講座の実施割合（※総数は県公立小学校数）50%以上
・生活リズム名人認定割合：取組学校園所数330校、認定者45％

第1節　高知家の未来を担う子どもの食育の推進

１



基本方針 担当課 委員

（１）減塩
や野菜摂取
量を満たす
バランスの
とれた食生
活の実践

【保健政策課】
○ヘルスメイトによる食育イベントの実施
　・34市町村で実施予定

【サニーマート】
○地域のヘルスメイト様とのコラボ食育活動を店舗
　で実施：アクシスいの店（6/22）
　　　　　四万十店  （8/31）他
○各店毎月の食育活動。食事見本食事バランス
　ガイド紹介等

【NPOさわやか高知】
○料理教室
　男性一般、郷土料理等
○健康講座（職員研修、病院、私立幼稚園連合
　会、NPO法人等）

【学校栄養士会】
○献立作成についての研修をするとともに各地区にお

いてもメンター制を構築し、若年栄養教諭へ献立作
成における減塩や食品構成、献立の組み合わせ等に
ついて、指導・助言を行う。生きた教材となる献立
作成とそれを生かした食育の推進

（２）生活
習慣病の予
防と改善

【保健政策課】
○健康パスポート事業
〇高知家健康チェレンジ
　健康づくり啓発事業による県民への普及啓発
〇推定塩分摂取量測定を用いた減塩の啓発
○健康づくり一口メモでの広報
○減塩プロジェクト参加企業と協力し減塩の
　普及啓発活動

【高知県食生活改善推進協議会】
○全世代に広げよう健康寿命延伸事業

【高知県栄養士会】
〇特定保健指導
・担当者会・ステップアップ研修
○生活習慣病予防対策栄養講座
〇腎臓病料理教室
○高知市いきいき健康チャレンジ2022に協力
○栄養ワンダー2022で啓発

○生涯教育実務研修会
「ポピュレーション対策としての生活習慣病
　予防」
「ＣＯＰＤの病態と栄養サポート」
○外来栄養食事指導推進事業

（３）健康
寿命を延ば
す低栄養の
予防

【保健政策課】
○オーラルフレイル予防複合プログラムの実施
○低栄養予防レシピの作成

【高知県食生活改善推進協議会】
○シニアカフェの開催による低栄養予防とひきこもり

の防止

【高知県栄養士会】
○高齢者の栄養・食の自立支援事業
・地域ケア会議での栄養・食生活アドバイス
・介護予防事業

（４）豊か
な食生活の
ための歯と
口の健康づ
くり

【保健政策課】
○歯と口の健康づくり推進協議会での協議
 （年2回）
〇各圏域での歯科保健地域検討会による検討
○歯周病予防対策

◆今年度の当初計画

第２節　健康長寿を実現する食育の推進

施策目標（令和5年度）

・食塩摂取量：8.0g以下　・野菜摂取量：350g以上　・果物摂取量（100g未満の県民の割合）：30%以下
・適正体重を維持している県民の割合（肥満（BMI25以上）の減少）：40歳～60歳代男性の肥満者の割合31%以下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 40歳～60歳代女性の肥満者の割合19%以下
・よくかんで食べている県民の割合（やせ（BMI18.5未満）の減少）：20歳代女性のやせの費との割合20%
・朝食を食べている県民の割合20-30歳代：85%以上
・65歳以上低栄養傾向（BMI20以下）の割合：男性16%以下、女性20%以下
・１人平均むし歯数：３歳0.4本以下、12歳0.5以下（平成33年度）
・自分の歯を有する県民の割合：60歳で24本以上80%以上、80歳で20本以上60%以上（平成33年度）

プロセス指標（令和5年度）

・食育イベントの取組：50回以上/年

令和３年度第３期高知県食育推進計画進捗状況一覧
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基本方針 担当課 委員

（１）食
への感謝
や食文化
の継承

【農産物マーケティング戦略課】
○土佐の料理伝承人による、郷土料理伝承会の開催
〇新たな土佐の料理伝承人の選定

【保健政策課】
○ヘルスメイトによる食育講座や食育イベントなどで

地域食材や料理の紹介

【サニーマート】
○季節の行事食・いわれ
　6月・・・半晦日・夏越ごはん（関連レシピ提案）
【NPOさわやか高知】
○食文化に関する講座（小学生・専門学校・大学生）
○大学生への食材支援（行政・企業・農業団体等と連
　携して3大学4キャンパスで不定期に）（県立大学6
　月7日）

【高知県市町村教育委員会連合会】
○南国市教育委員会として、「第3節　食の理解と継

承」に関して、有識者による指導・助言をいただく
「南国市学校給食アドバイザー会議」を年間2回開
催を予定している。

（２）食
の安全・
安心の確
保

【薬務衛生課】
○食中毒予防の普及啓発
○食品衛生法改正の情報提供
○食品表示の普及啓発
○意見交換によるリスクコミュニケーションの推進

（３）地
産地消の
推進

【農産物マーケティング戦略課】
○直販所の発展を目的に、経営改善戦略の策定及び実

行を支援するアドバイザーを直販所の依頼に応じ派
遣。

○直販所の店舗関係者や生産者等を対象に、法令や衛
生面、農薬等について学び、生産者と消費者の信頼
を結ぶ役割を担っていただくための講習会を開催す
る。

【水産業振興課】
○地元食材による魚食調理実習
【水産物外商室】
○「今日はさかなにしよう」推進パートナー店をはじ

めとする県内量販店、小売店と連携し、地産地消推
進の取組を実施

【保健体育課】
○関係機関に取組依頼
○地場産物活用割合５０％以上を目指した献立の実施　
　・高知の食べものいっぱい入っちゅう日：毎月1回
　・高知家のカレー：6/19
　・高知家のおだし：11/24

【高知県農業協同組合】
○全地区で食農教育体験の実施＜資料１参照＞

【サニーマート】
○地元メーカーの商品の紹介・コラボ料理教室等

【NPOさわやか高知】
○山菜（4月10日）・梅（6月19日）・柚子・こん
   にゃく等の収穫・加工体験（6月・11月）
　中学生・高校生・大学生と郷土料理づくり

（４）災
害時の栄
養・食生
活支援の
取組

【保健政策課】
○南海トラフ地震時栄養・食生活支援活動事例検討会
　の開催
○高知県南海トラフ地震時栄養・食生活支援活動ガイ
　ドラインVer.2に基づく市町村保健活動ガイドライ

ンの改定支援
○災害時保健活動情報伝達訓練への参加

【サニーマート】
○ローリングストック・長期間保存可能食品の提案や
  紹介。10月お客様参加型防災用飲料水（仮）寄贈

【高知県栄養士会】
○災害時食支援体制整備事業
・JDA-DATスタッフ養成研修・スキルアップ研修会
・JDA-DATリーダー育成研修会
・県の南海トラフ地震対策情報伝達訓練　
　に合わせてJDA-DAT派遣要請訓練の実施
・災害時栄養・食生活支援活動マニュアルの充実
　（アクションカードの作成）

◆今年度の当初計画

第３節　食の理解と継承

施策目標（令和5年度）

・学校給食における地場産物の活用（食品数ベース）：50％
・直販所売上高：１００億円
・南海トラフ地震時栄養・食生活支援活動ガイドラインに基づく市町村災害時保健活動マニュアルの策定状況：全市町村

プロセス指標（令和5年度）

・消費者を対象とした食品衛生に関する講習回数：90回以上
・消費者を対象とした食品表示に関する講習回数：20回以上
・意見交換会（リスクコミュニケーション）の開催：10回以上
・土佐の料理伝承人による郷土料理伝承会の実施回数

令和３年度第３期高知県食育推進計画進捗状況一覧
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基本方針 担当課 委員

（１）食育
に関する人
材育成

【保健政策課】
○食生活改善推進員養成講座の開催

○行政栄養士人材育成ガイドラインに
基づく人材育成研修会の開催

（新任期・中堅期・全対象）

【サニーマート】
○毎月の食育担当者定例会議にて、担当従業員
　へ食材や料理について勉強会を実施。地元ハー
　ブ農園様によるハーブ料理・みそ作り等

【高知県栄養士会】
○生涯教育研修会の開催
・「栄養の日(8/4)
・栄養週間（8/1～8/7)啓発
〇加工食品の栄養成分値算定
・栄養成分表示研修

（２）企業
や関係団体
などとの連
携

【保健政策課】
○高知家健康チャレンジ(11月）

【サニーマート】
○食品企業と連携し、リモート料理教室・店舗
　料理アドバイザーとコラボ講座等

【NPOさわやか高知】
○行政・NPO法人・町内会・関係団体等と勉強

会・研修会・講習会
　

【高知県栄養士会】
○栄養ワンダー2021(7/1～8/31)
　・「高知市いきいき健康チャレンジ2022」
　　応援講座栄養編　講演：「栄養の整理整頓」

（３）県民
運動の推進

【保健政策課】
○食育月間・食育の日における食育活
　動の実績把握
○食育月間・食育の日・やさいの日に
　あわせた食育イベントの実施
○食生活改善普及月間(９月）にあわせ　　
　た「バランス食」等の広報

【NPOさわやか高知】
○土佐田舎ずしの啓蒙活動
○執筆

◆今年度の当初計画

第４節　食を育む環境づくり

施策目標（令和5年度）

・食生活改善推進員の数：1,800人維持
・食育に関心を持っている県民の割合：95%以上

プロセス指標（令和5年度）

・減塩プロジェクト参加企業数：40社
・ヘルシー弁当等販売企業数：７社
・食育月間の取組：40回
・食育の日の取組：10回
・やさいの日の取組：25回

令和３年度第３期高知県食育推進計画進捗状況一覧
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子どもの健康教育実施事業

１ 事業の目的

高知県内の学校では発達段階に応じた望ましい生活習慣の確立を目指し、実

践につながるような健康教育に取り組んでいるが、依然として朝食を必ず食べ

る子どもの割合や小・中学生の肥満傾向児の出現率は、全国平均と比較して良い

状態ではない。

このため、県では実態に即した健康教育用リーフレットを作成し、令和 3年

度からこれらを活用した健康教育を実施している。今年度は、これまでの取組に

加えて、実施校において事後フォローを行うことで児童生徒の生活習慣の改善

や自己管理能力の向上を目指す。

２ 取組内容

（１）令和 2年度の取組

・高知県立大学に委託して、課題校のうち、２市町で小学校・中学校を各１

校ずつ選定し、実態調査の実施（R2.12 月実施）

・「意識調査アンケート」「生活チェックシート」を行い、集計・分析

朝食摂取と生活リズムについて課題整理と高知県版健康教育リーフレット

を作成し、健康教育を実施（２市町１小学校１中学校）

（２）令和３年度の取組

・朝食の大切さを意識した実践につながる高知県版健康教育の手法を県内の

学校に普及していく。

・３市町４校（小学校２校、中学校２校 計６クラス）で健康教育を実施

・地区組織への普及家発

10/25 中央西福祉保健所管内研修会

（３）令和４年度の取組

・リーフレットを活用し、朝食の大切さと実践につながる健康教育の実施

・5市町村５校（小学校４校、中学校 1校）の小学 5年生・中学２年生を

対象に健康教育の実施

日程：6/５，9/22，10/25，11/1，1/23

・健康教育後、各学校で事後フォロー

朝食の摂取及び生活習慣について児童・生徒に呼びかけ

健康教育の内容をお便りとして家庭に配布

リーフレットを活用し、夏・冬休みの過ごし方の計画作成

別紙１



健康教育後にみそ汁の具を考える授業の実施

３ 成果

令和４年度の取組結果

・学校で取り組んでいる生活リズムチェックシートを基に、朝食摂取率の

推移を把握

・小学校

1学期（健康教育実施前）94.7％ →2学期（実施後 1か月）95.5％

・中学校

1学期（健康教育実施前）92.4％ →2学期（実施後 2か月）94.3％

→3学期（実施後 3か月）98.1％



  高知家健康チャレンジ

　事業目的：生活習慣病の発症リスクを高める５つの分野（減塩、野菜摂取、運動、節酒、禁
　　　　　　　　煙）に関して、ナッジ理論（※１）を活用した行動変容を促す総合啓発により、生活習慣
　　　　　　　　病発症・重症化を防ぐポピュレーションアプローチ（※２）の強化をおこなっていく。

　現　　　状：高知県は65歳までに亡くなる人数を死因別に全国と比較すると、不慮の事故を除いて、
　　　　　　　　がん、脳卒中、心疾患の生活習慣病の割合が高く、生活習慣病予防につながる行動変
　　　　　　　　容が求められている。

　目　　　標：５つの分野（減塩、野菜、運動、節酒、禁煙）の目標値（R5）達成　※後述　
  実施期間：令和２年度から事業開始。
       
               
  内  容：県民へ届くプロモーションによる啓発を充実

◆テレビCM、新聞等の活用やイベント等による県民への啓発にタイミングをあわせた民間企業等の取組を促進

◆量販店等と協働した野菜摂取及び減塩に関する啓発活動の実施、

 市町村や地区組織等による周知協力を得て啓発を実施

◆事業アドバイザーの参画によるナッジ理論（※１）を活用したハードルの低い動作指示をキャッチコピーにした

 効果的な啓発事業の推進

※１ ナッジ理論 人々に選択する余地を残
しながらも、よりよい方向に行動を誘導しよ
うとする手法

※２ ポピュレーションアプローチ 多くの
人が少しずつリスクを軽減することで、集団
全体をよい方向にシフトさせること

☝テレビCMの放送や、新聞広告の掲載等11月に集中してプロモーションを実施するが、
　年間を通して取り組める健康行動の習慣化を目指す。

別紙２

★不健康を選択させない環境づくり
★民間企業等による取組推進

令和４年度独自の取り組み
❶新聞広告、テレビＣＭ、ＳＮＳ及びチラシ配布等に
　 よるPR
❷県内の量販店、コンビニで「野菜摂取」を促すシール
　 を商品に貼付（「高知家健康パスポート」と連携した
　 取組）するとともに、特設コーナーをミニのぼり旗、
 スイングPOPの設置によりアピール
❸高知ユナイテッドSCの啓発協力（スタジアムでのPR
　 等）及びFM高知での不健康川柳番組
❹大半の市町村で全戸配布を実施

　　　　すっと調味料かけんとまずはそのまま食べてね。
大事に育てた野菜やき毎日もう一品は食べてよ。

　　　　ちょっとそこまで。なら歩く。その意識であと15分。
　　　　ずっと健康でおってほしいき週に２日は休肝日ね。
　　　　禁煙の味方は意志ではなく医師です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和４年度キャッチコピー



ポピュレーションアプローチによる達成目標値

高知家健康チャレンジによる生活習慣改善の数値目標（Ｒ５年度）

現状値(H28）　
※　県民健康・栄養調査 達成目標 目標値（R5） 行動変容目標

１日平均塩分摂取量 　8.8g　 マイナス　0.8g以上 　　　8g以下　 1日の塩分摂取
マイナス１g

１日平均野菜摂取量 　295g プラス　　55g以上　　 　350g以上 野菜もう１皿

１日平均歩数 男性　6,387歩　
女性　6,277歩

プラス　　2,613歩　
プラス　　2,223歩　　　　　

　　9,000歩　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　
　　8,500歩

あと15分（1,500
歩）の運動

喫煙率 男性　28.6%
女性　 7.4%　　

マイナス　8.6%以上
マイナス　2.4%以上

　　20%以下　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　
　　　5%以下 まずは禁煙外来へ

生活習慣病のリスクを高める
量の飲酒者割合　

男性　16.4%
女性　　9.3%　　

マイナス　1.4%以上
マイナス　2.3%以上

　　15％以下
　　　7%以下 週２日休肝日

〈評価指標の収集〉　国民健康・栄養調査と県民健康・栄養調査によるデータ収集　　など　　　
　　　　　　　　　
（計画案）　R４年度　　国民健康・栄養調査　　２か所
　　　　　　　　　　　　　　　　県民健康・栄養調査　　10か所
　　　　　　　※R３年度　　大規模国民健康・栄養調査（10か所）は中止　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（20～64歳）

○生活習慣病の発症リスクを高めている血糖値の上昇を改善する
   ための生活習慣が大切

○自然に健康に導く環境づくり（０次予防）の強化が必要



　　【Ｒ4年度取組実績】　　　広報媒体①　新聞・ＣＭ

新聞広告

テレビＣＭ（減塩、野菜摂取、運動、節酒、禁煙）

プレ告知ＣＭ

https://kochi-kenkochallenge.jp/

https://kochi-kenkochallenge.jp/


　　　　　【R４年度取組実績】　　　広報媒体②　啓発チラシ、ポスター
チラシ ポスター

量販店、コンビニ、
スポーツクラブ、公
的運動施設、
ゴルフ場、道の駅、
銀行、市町村、
福祉保健所に掲示

市町村、福祉保健所、量
販店等に配布

チラシ裏面

11月の一斉プロモーション後も、市町村へイベント等でのチラシの活用をお願いし、啓発の継続を
図っている。



【R４年度取組実績】 量販店とのコラボや市町村等と連携した取組

★惣菜商品に野菜摂取シールを貼付

（株）エースワン
（株）セブンイレブンジャパン

（株）サンプラザ

実施主体：県内各市町村、健康づくり婦人会等

実施内容：チラシの各戸配布、庁内や公共施設でのポスター掲示、あらゆる機会（健診会場やウォーキング教室、公民館行事等 
     の各種イベント）を活用した啓発資材の周知啓発、医療機関への啓発資材の設置依頼等

量販店とのコラボ

市町村等と連携した取組

ロゴシール

連携企業：(株)エースワン、（株）サンプラザ、（株）セブンイレブンジャパン

実施内容： 各企業で「これでもえいがや！高知家健康チャレンジ」のロゴシールを野菜商品への貼付、ミニのぼり旗、スイングPOPによる啓発
      （上記以外の量販店においてもチラシ等を活用した周知啓発を実施）



【R４年度取組実績】 高知家健康パスポートと連動した取組

★健康パスポートイベント案内チラシ

連携企業：(株)エースワン、（株）サンプラザ、（株）セブンイレブンジャパン、（株）サニーマート、道の駅

実施内容： 野菜商品に、「これでもえいがや！高知家健康チャレンジ」のロゴシールとあわせて、健康パスポートアプリで読み取れる二次元コー 
     ドシール（ヘルシーポイントを取得）を貼付。また、別途野菜商品売り場等に健康パスポート読み取り用の二次元コードチラシ設置。

野菜商品貼付シールスイングPOP

量販店等とのコラボ

（株）セブンイレブンジャパン



　【Ｒ４年度取組実績】　　各広報物の効果測定アンケート結果①（街頭調査）　　

Q1.キャンペーンを見かけたことがありますか？
Q2.　Ｑ１の「はい」の人　41人（複数回答可）
このキャンペーンをどんな媒体で見かけた、または知りましたか？

Q3.健康のために「減塩」等に取り組んでいますか。またはキャンペーンを知って取り組もうと思いましたか？

【実施】12月４日【対象者】商店街歩行者等　【方法】聞き取り　　【回答者】100人（男性44人、女性56人）　このうち、40代男性11人、50代男性８人

人数 　41人中

テレビＣＭ  　21人 　51.2%

ポスター 　　５人 　12.2%

チラシ 　　３人     7.3%

新聞広告 　　５人 　12.2%

ＹｏｕＴｕｂｅ広告 　　２人 　 4.9%

ＨＰ    　０人     0.0%

その他 　　10 人    24.4%

「はい」の男性（19人）の内訳　

・キャンペーンを見かけたことがある割合が41.0％と昨年（58.5％）より減少している。
・認識した媒体は、テレビＣＭは全体の51.2%で、ついでポスター、新聞広告（12.2%）による認知度が高かった。 
・キャンペーンを見かけた人の方が、見ていない人よりも意識醸成や行動変容につながった割合が高かった。
・見かけた人については、効果が見られることから、さらにタッチポイントを増やすことが必要。

・医師からの指導
・テレビCMやポスター等による啓発  
・ポイントや特典を付与する

健康のために生活習慣等を改善するための
有効な働きかけは（自由回答） 

　 　 　 行動変容への影響 　 行動変容の割合 　
項目 キャンペーンを

見かけたか 回答者数 既に取り組んで
いる

元々行動した
いと感じており、
さらに強く思った

キャンペーンを
見て行動した

いと思った
行動した

変化無し
（行動した

い）

変化無し
（行動したく

ない）
　 既に取り組んで

いる割合
意識醸成・行
動変容につな
がった割合

行動変容に繋
がった割合

行動変容に繋
がらなかった割

合
P値‘‘‘

傾向の検定

 減塩
はい 41 25 3 1 1 6 5 　 61.0% 12.2% 2.4% 26.8% 0.31

いいえ 58 35 0 1 0 5 17 　 60.3% 1.7% 0.0% 37.9% 　
 野菜摂取

はい 41 35 1 0 2 1 2 　 85.4% 7.3% 4.9% 7.3% 0.62
いいえ 57 47 2 1 0 1 6 　 82.5% 5.3% 0.0% 12.3% 　

 運動
はい 41 29 2 0 2 1 7 　 70.7% 9.8% 4.9% 19.5% -

いいえ 57 42 2 0 0 4 9 　 73.7% 3.5% 0.0% 22.8% 　
 節酒*

はい 41 17 1 0 1 2 20 　 41.5% 4.9% 2.4% 53.7% -
いいえ 56 22 2 0 0 1 31 　 39.3% 3.6% 0.0% 57.1% 　

 禁煙**
はい 40 6 0 1 0 1 32 　 15.0% 2.5% 0.0% 82.5% -

いいえ 54 7 3 0 0 1 43 　 13.0% 5.6% 0.0% 81.5% 　
*お酒を飲まないを除く　　　
**たばこを吸わないを除く
***すでに取り組んでいる割合を除いた場合、すべてp<0.01



　【Ｒ４年度取組実績】　　効果測定アンケート結果②（健康パスポートアプリ調査）　　　

１ 性別を教えてください。（必須） ２ 年代を教えてください。（必須） ３「これでもえいがや！高知家健康チャレンジ」の
  キャンペーンを見たことがありますか。（必須）
  ※いいえを選択した方は質問６へ

４ どんな媒体で見かけましたか。
  または知りましたか。（必須）※複数回答可

５ ５つの生活習慣（減塩、野菜摂取、運動、節酒、禁煙）
  について自分事として受けとめましたか（必須）

実施期間：１月13日（金）13時～１月23日（月）０時
概要：健康パスポートアプリ利用者に対して、事業に関するアンケート調査を実施。質問事項は以下１～８のとおり
形式：無記名のアンケート　※アンケート回答者とアプリ登録者との紐つけはなし。（回答者に説明済み）
回答者数：2,105件

６ このキャンペーンを知ったことで、新たに健康のために５つの健康習慣を改善してみようと思いましたか。（必須）

　 　 　 行動変容への影響 　 行動変容の割合 　

項目 キャンペーン
を見かけたか

回答者数
既に取り組んで

いる

元々行動したい
と感じており、さ
らに強く思った

キャンペーン
を見て行動し
たいと思った

行動した
変化無し
（行動した

い）

変化無し
（行動したく

ない）
　

既に取り組んで
いる割合

意識醸成・行
動変容につな
がった割合

行動変容に繋
がった割合

行動変容に繋
がらなかった割

合

P値
傾向の検定

 減塩
はい 1,248 759 200 84 26 127 52 　 60.8% 24.8% 2.1% 14.3% <0.01

いいえ 857 505 86 85 18 82 81 　 58.9% 22.1% 2.1% 19.0% 　

 野菜摂取
はい 1,248 1,014 133 34 14 43 10 　 81.3% 14.5% 1.1% 4.2% 0.19

いいえ 857 715 52 28 5 37 20 　 83.4% 9.9% 0.6% 6.7% 　

 運動
はい 1,248 893 189 46 23 88 9 　 71.6% 20.7% 1.8% 7.8% 0.69

いいえ 857 651 78 38 8 56 26 　 76.0% 14.5% 0.9% 9.6% 　

 節酒*
はい 781 469 84 33 24 93 78 　 60.1% 18.1% 3.1% 21.9% 0.11

いいえ 516 310 27 34 12 56 77 　 60.1% 14.1% 2.3% 25.8% 　

 禁煙**
はい 230 162 9 9 2 20 28 　 70.4% 8.7% 0.9% 20.9% 0.39

いいえ 164 125 3 0 3 23 10 　 76.2% 3.7% 1.8% 20.1% 　
*お酒を飲まないを除く　　　
**たばこを吸わないを除く
***すでに取り組んでいる割合を除いた場合、すべてp<0.01

選択肢 回答数 割合

男性 712 33.8%

女性 1,393 66.2%

回答者数 2,105 　100％

選択肢 回答数 割合

20代以下 23 1.1%

30代 137 6.5%
40代 408 19.4%
50代 661 31.4%
60代 638 30.3%
70代 225 10.7%

80代以上 12 0.6%

回答者数 2,105 　100％

選択肢 回答数 割合

はい 1,248 59.3%

いいえ 857 40.7%

回答者数 2,105 　100％

選択肢 回答数 割合
テレビCM 686 55.0%
ポスター 340 27.3%
ホームページ 220 17.6%
チラシ 179 14.4%
SNS(Twitter・YouTube等) 112 9.0%
新聞広告 110 8.8%
その他 50 4.0%
回答者数 1,248

選択肢 回答数 割合
自分のこととして受けとめた 1,103 88.4%
自分のこととは思わなかった 82 6.6%

よくわからなかった 　 63 5.0%

回答者数　 1,248 100%



８ あなたが取り組んでいない理由は何ですか。（必須）

36%

35%

7%

21%

9%

8%

13%

6%

8%

6%

39%

28%

52%

57%

74%

16%

24%

35%

14%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

減塩

野菜

運動

節酒

禁煙

自分はキャンペーンの対象ではなく、必要がないと思っているから

自分はキャンペーンの対象だが、取り組んでも何も変わらないと思っているから

自分はキャンペーンの対象だが、我慢したくない

その他

７ ５つの健康習慣に対し、どのような取組をしてますか。または、取り組もうと思いますか。（必須）

58%

66%

36%

6%

0% 50% 100%
まずは調味料をかけずに

そのまま食べる
（食卓での調味料を減らす）

ラーメンなどのスープを
全部飲み干さない

減塩商品を
使っている

その他

17%

91%

4%

0% 50% 100%

野菜料理を
１日１品増やす

野菜を多く使った
料理を食べるように

心がけている

その他

64%

22%

26%

18%

0% 50% 100%

　少しの距離なら
　歩くようにしている

　１日あと15分（1,500歩）
　今までより歩くようにしている

ジム、スポーツ施設
に通っている

その他

【減塩】 【野菜摂取】 【運動】

47%

39%

24%

0% 50% 100%

週に２日以上は休肝日
を作っている

飲む量（１日１缶等）を
決めて飲んでいる

その他

0%

62%

38%

0% 50% 100%

禁煙外来に
通っている

　自身で禁煙に
　取り組んでいる

その他

【節酒】 【禁煙】



（参考）令和４年度推定塩分摂取量測定事業

２ 事業の対象
   県内市町村国保の特定健康診査受診者で、実施の同意を得られた者（31市町村で実施）

３ 事業の内容
  特定健診項目の尿検査による採尿を用いて、１日の推定塩分摂取量の測定（田中式）を行い、対象
 者へ結果通知書による情報提供を行う。
  測定方法：随時尿でのナトリウム、クレアチニンの測定により、24時間尿ナトリウム排泄量を算出  
  指導区分：１日の推定塩分摂取量の測定結果に応じて、受診者に以下のとおり通知 
  （１）8ｇ以下…このまま減塩に努めましょう 
  （２）8ｇ超過15ｇ未満：目標量より多いため、塩分の取り過ぎに注意しましょう  
  （３）15ｇ以上：目標量よりかなり多いため、減塩に取り組みましょう 

４ 委託先
  公益財団法人高知県総合保健協会

５ 事業実施期間
   令和４年４月～令和５年３月

６ 事業実施数（12月実施分まで）
   男性：6,421名、 女性：7,286名

１ 事業の目的
   市町村の特定健康診査（集団）において推定塩分摂取量を測定し、受診者に対して結果に基づく食
 生活等生活習慣の改善に向けた指導や、県もしくは市町村単位での施策展開へ活用することにより、
 心疾患や脳血管疾患等の血管病の発症リスクである高血圧予防対策を推進することを目的とする。

事業概要

結果通知書 （表面） （裏面）事業周知チラシ

別紙３



 ○ 推定塩分摂取量測定事業について

 （１）実施結果（R3実施結果）
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推定塩分摂取量 平均値  ｎ＝ 男性：5,722人、女性：6,668人

 男女・年齢（歳）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

40~44男性

50~54男性

60~64男性

70~74男性

40~44女性

50~54女性

60~64女性

70~74女性

男性 計

推定塩分摂取量の分布（男女・年齢別 割合％）

5g未満 5~6（g以上・未満） 6~7（g以上・未満） 7~8（g以上・未満） 8~9（g以上・未満） 9~10（g以上・未満）

10~11（g以上・未満） 11~12（g以上・未満） 12~13（g以上・未満） 13~14（g以上・未満） 14~15（g以上・未満） 15g以上

８g未満← →８g以上 →10g以上10g未満←



 ○ 推定塩分摂取量測定事業について

 （１）実施結果（R4.4月～12月）
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推定塩分摂取量 平均値  ｎ＝男性：6,420人、女性：7,286人

男女・年齢（歳）

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

40~44男性

50~54男性

60~64男性

70~74男性

40~44女性

50~54女性

60~64女性

70~74女性

男性 計

推定塩分摂取量の分布（男女・年齢別 割合％）

5g未満 5~6（g以上・未満） 6~7（g以上・未満） 7~8（g以上・未満） 8~9（g以上・未満） 9~10（g以上・未満）

10~11（g以上・未満） 11~12（g以上・未満） 12~13（g以上・未満） 13~14（g以上・未満） 14~15（g以上・未満） 15g以上

８g未満← →８g以上 →10g以上10g未満←



No 報告機関 取組団体など 実施機関・場所 取組の名称 取組実施期間

1 室戸市 室戸市 特定健診会場 特定健診会場での栄養相談の実施とリーフレットの配布 食育月間

2 芸西村 芸西村食生活改善推進協議会 幼児健診会場 ポスター掲示と手作りおやつとレシピ配布 食育月間

3 本山町 本山町 広報による「食育月間」「食育の日」の普及啓発 食育月間

4 高知市 高知市 高知市オーテピア 食育のパネル展示と図書展示 食育月間

5 高知市 高知市健康増進課 庁舎内において食育の啓発と取組紹介 食育月間

6 高知市 高知市健康増進課 高知市役所食堂 こうちし食育やるぞねっと情報交換の開催 食育月間

7 土佐市
土佐市、土佐市食生活改善推進協議
会、サンプラザ土佐ショッピング店

市内量販店 市内量販店における食育推進イベント 第1弾 食育月間

8 いの町 いの町 町内量販店
町の６月広報誌への掲載、量販店にて食育イベントの実
施、育児相談にて手作りおやつレシピの配布

食育月間

9 須崎市 須崎市 須崎市立吾桑小学校 健康教育参観日 食育月間

10 須崎市
須崎市健康づくり推進協議会食生
活改善部会

須崎市立上分小学校 地域食育推進事業（食育講座） 食育月間

11 津野町 津野町食生活改善推進協議会 東津野中学校 骨コツ青春講座 食育月間

12 中央東福祉保健所 中央東福祉保健所 のぼり旗の掲示 食育の日にのぼり旗の掲示 食育月間

13 土佐町 土佐町立みつば保育園 野菜づくりを通して自分たちができるSDGSを学ぶ 食育月間

14 四万十町川口保育所 四万十町川口保育所 四万十町川口保育所 食育活動 食育月間

15 安芸地区
JA高知県安芸地区・安芸市施設園
芸品消費拡大委員会

地区内小学校
やっぱり農！！いきいきｔｙぐりん塾（全域）小学校、中
学校収穫体験、出前授業、料理講習会

食育月間

16 檮原町
JA高知県高西地区津野山営農経済
センター、梼原高校、檮原町、津
野町、須崎農業振興センター

梼原高校 梼原高校 農業コース 茶摘み、釜炒り茶づくり体験 食育月間

17 檮原町
JA高知県高西地区津野山営農経済
センター、梼原高校、檮原町、津
野町、須崎農業振興センター

梼原高校
梼原高校 農業コース 津野山農業について、お茶の淹れ
体験

食育月間

18 津野町
JA高知県高西地区津野山営農経済
センター、津野町立中央小学校６
年生

JA出荷場・直販所 中央小学校６年生 出荷場見学 食育月間

19 津野町
JA高知県高西地区津野山営農経済
センター、津野町立中央小学校、
米なす農家、土佐甘とう農家

町内農家 中央小６年生 野菜収穫体験 食育月間

20 三原村 三原村立三原小学校、三原中学校 三原村立三原小学校、三原中学校 理想の朝ごはん献立 食育月間

21 高知県 高知県立高知工業高等学校定時制 高知県立高知工業高等学校定時制 給食メニューを使った食育月間の周知 食育月間

22 高知市 高知市立朝倉中学校 高知市立朝倉中学校 給食時間におけるテレビ放送の実施 食育月間

23 高知市 高知市立南海中学校 高知市立南海中学校
「給食食べきリンピック」の期間中の残食について意識さ
せる取組及び栄養教諭訪問による地産地消いついての学習

食育月間

24 高知市 高知市立鏡中学校 高知市立鏡中学校 食の安全について考えよう～食中毒予防に焦点をあてて～ 食育月間

25 高知市 高知市立義務教育学校行川学園 高知市立義務教育学校行川学園 野菜・生姜を育てよう！ 食育月間

26 高知市 高知市立土佐山学舎 高知市立土佐山学舎 田植え体験 食育月間

27 高知市 高知市立江陽小学校 高知市立江陽小学校 めざせ！完食マスター 食育月間

28 高知市 高知市立旭東小学校 高知市立旭東小学校
パワーポイントを用いた給食室内の紹介の実施「給食室の
ヒ・ミ・ツ」

食育月間

29 高知市 高知市立潮江東小学校 高知市立潮江東小学校 給食委員会による片付け方の指導、展示物の掲示 食育月間

30 高知市 高知市立小高坂小学校 高知市立小高坂小学校 食品ロス削減 食育月間

31 高知市 高知市立昭和小学校 高知市立昭和小学校 給食ができるまで 食育月間

32 高知市 高知市立五台山小学校 高知市立五台山小学校 自分たちで野菜を育てよう 食育月間

33 高知市 高知市立高須小学校 高知市立高須小学校 食品ロスについて株式会社アッシュ、もぐにぃ事務局出前授業 食育月間

34 高知市 高知市立布師田小学校 高知市立布師田小学校 地域のふれあいセンターで収穫した梅の実の加工・販売 食育月間

35 高知市 高知市立一宮小学校 高知市立一宮小学校 食べ物の３つのはたらきについての授業 食育月間

36 高知市 高知市立九重小学校 高知市立九重小学校
①酪農教育ファーム事業②食育体験事業③給食放送④調理
員による給食だより配布

食育月間

参考資料２
令和４年度「食育月間」等の取組実績一覧表



No 報告機関 取組団体など 実施機関・場所 取組の名称 取組実施期間

37 高知市 高知市立朝倉小学校 高知市立朝倉小学校 片付け・残食チェックの実施（給食委員会の取り組み） 食育月間

38 高知市 高知市立大津小学校 高知市立大津小学校 ①給食時間における食に関する指導②給食委員会の取組 食育月間

39 高知市 高知市立潮江南小学校 高知市立潮江南小学校 「給食だいすき大作戦」給食委員会の取り組みから 食育月間

40 高知市 高知市立泉野小学校 高知市立泉野小学校 健康についての学習 食育月間

41 高知市 高知市立横浜新町小学校 高知市立横浜新町小学校 給食カルテ 食育月間

42 高知市 高知市立横内小学校① 高知市立横内小学校 生活科単元「せわをしよう！」 食育月間

43 高知市 高知市立横内小学校① 高知市立横内小学校 どのように給食が作られるかについて掲示 食育月間

44 高知市 高知市立鏡小学校① 高知市立鏡小学校 鏡小学校体験活動の実施 食育月間

45 高知市 高知市立鏡小学校② 高知市立鏡小学校 鏡小学校体験活動の実施 食育月間

46 高知市 高知市立春野東小学校 高知市立春野東小学校 春野東小学校の給食について知ろう 食育月間

47 大豊町 大豊学園前期課程 大豊学園前期課程
総合的な学習の時間 地域の特産物を知ろう～大豊町唯一
のお茶 碁石茶のヒミツ～

食育月間

48 大豊町 大豊学園 大豊学園 むし歯予防デー献立の実施 食育月間

49 大豊町 大豊学園 大豊学園 １０分食に関する指導週間 食育月間

50 安芸市 安芸市給食センター 朝食指導、給食指導、調理員給食交流 食育月間

51 安芸市 安芸市下山小学校 下山地区 ナスの収穫体験の実施 食育月間

52 安芸市 安芸市井口小学校 安芸市井口小学校 ミツカン「ポン酢」作り体験 食育月間

53 安芸市 安芸中学校 安芸中学校 栽培・収穫・調理体験 食育月間

54 芸西村 芸西村立芸西小学校 芸西村立芸西小学校
食育月間を通して、食べることや給食について考えられる
機会を増やそう

食育月間

55 香南市 朝食づくり教室 食育月間

56 香南市 香南市立香我美中学校 香南市立香我美中学校 もち米田植え体験 食育月間

57 香南市 香南市立赤岡小学校 香南市立赤岡小学校 収穫体験活動の取組 食育月間

58 香南市
香南市立夜須小学校、香南市健康
対策課、食生活改善推進協議会

香南市立夜須小学校 朝食づくり料理教室の開催 食育月間

59 香南市 香南市立野市東小学校 香南市立野市東小学校 野菜を育てておいしくいただこう 食育月間

60 香美市 香美市立山田小学校 香南市立山田小学校 とうもろこしの皮はぎ体験 食育月間

61 香美市 香美市立大宮小学校 香美市立大宮小学校 給食委員会の活動 食育月間

62 仁淀川町 仁淀川町 仁淀川町の学校 日本一周給食（第１回・熊本県） 食育月間

63 津野町 津野町立精華小学校 津野町立精華小学校 道徳の時間での読み聞かせ 食育月間

64 津野町 津野町立東津野中学校 津野町立東津野中学校 骨コツ青春講座 食育月間

65 土佐清水市 土佐清水市立清水小学校 土佐清水市立清水小学校 朝ごはんに関する給食指導 食育月間

66 本山町 本山町立嶺北中学校 本山町立嶺北中学校
歯と口の健康週間に合わせた「よく噛むことの大切さ」に
ついての啓発

食育月間

67 日高村 日高村佐川町学校組合立加茂小学校 日高村佐川町学校組合立加茂小学校 食に関する指導、給食指導 食育月間

68 高知県 高知市、高知江ノ口特別支援学校 高知江ノ口特別支援学校 高知江ノ口特別支援学校・盲学校献立交流 食育月間

69 高知県 高知市、高知江ノ口特別支援学校 高知江ノ口特別支援学校 給食カレンダーの掲示 食育月間

70 高知県 田野町、高知県立山田特別支援学校田野分校 高知県立山田特別支援学校田野分校 とうもろこし皮はぎ体験の実施 食育月間

71 安芸福祉保健所 室戸市 市内各地域の高齢者集まりの場 高齢者への低栄養予防の啓発 食育月間以外

72 中央東福祉保健所 本山町 広報による「食育月間」「食育の日」の普及啓発 食育月間以外

73 中央西福祉保健所
土佐市・土佐市食生活改善推進協
議会
・サンシャインオリビオ店

市内量販店 市内量販店における食育推進イベント 食育月間以外

74 中央西福祉保健所 いの町
「健康まつり」の実施、親子料理教室「きらきらキッズ」
の実施、離乳食講習会、育児相談でのレシピ配布

食育月間以外

75 高知市健康増進課 高知市・庁舎食堂 市役所本庁舎食堂レストラン
市役所本庁舎食堂レストランとの連携・協働による食育に
関する啓発活動

食育月間以外

76 高知市健康増進課 高知市 イオンモール高知
イオンモール高知高知でのSDGSイベント～無駄なく！お
いしく！高知野菜をいただこう～

食育月間以外

77 高知市健康増進課 高知市 災害時等に備えた食料品備蓄・口腔ケアの啓発 食育月間以外

78 高知市健康増進課 高知市、イオンモール高知 イオンモール高知 イオンモール高知でのSDGSイベント 食育月間以外

79 高知市健康増進課 高知市 イオンモール高知 歯っぴいスマイルフェア2022 食育月間以外



No 報告機関 取組団体など 実施機関・場所 取組の名称 取組実施期間

80 幡多福祉保健所
宿毛市、宿毛市立きぼうが丘保育
園

宿毛市立きぼうが丘保育園 「絵本を通じて食に興味を持とう」 食育月間以外

81 幡多福祉保健所 宿毛市小筑紫保育園 宿毛市小筑紫保育園 和食の日 ～５歳児４名～ 食育月間以外

82 幡多福祉保健所 認定こども園 宿毛幼稚園 認定こども園 宿毛幼稚園
「何でも食べて元気いっぱい」
＊体の仕組みを知るとともに、自分のうんちを知る

食育月間以外

83 高知県幼保支援課 高知市、高知市立小高坂保育園 高知市立小高坂保育園 食育活動「お米ってどうやってできるの？？」 食育月間以外

84 高知県水産業振興課
高知県水産業振興課、水産物外商
室
漁港漁場課

県内小学校、中学校
漁業についての出前授業（小学校12校、中学校3校、その
他施設１）料理体験授業（小学校10校、中学校1校）かつ
おタタキづくり体験（小学校1校）

食育月間以外

85 高知県保健体育課
安芸市下山小学校、
安芸市食生活改善推進協議会

安芸市下山小学校 「すてきな朝食づくり」 食育月間以外

86 高知県保健体育課 安芸市伊尾木小学校 安芸市伊尾木小学校 「ユズ香るまち安芸 ふるさと学習」 食育月間以外

87 高知県保健体育課 安芸市土居小学校 安芸市土居小学校 給食指導 食育月間以外

88 高知県保健体育課 安芸市安芸第一小学校 安芸市第一小学校 郷土料理教室 食育月間以外

89 高知県保健体育課 安芸市穴内小学校 安芸市穴内小学校 注文販売学習～サトイモコロッケ・ちらし寿司・イも天～ 食育月間以外

90 高知県保健体育課 安芸市清水ヶ丘中学校 安芸市清水ヶ中学校
道徳科と連携した取組
給食指導・給食掲示

食育月間以外

91 高知県保健体育課 安芸市給食センター
安芸市給食センター
下山小学校、土居小学校、安芸
第一小学校、清水ヶ丘中学校

給食センターの取組 食育月間以外

92 高知県保健体育課 高知市立一宮小学校 高知市立一宮小学校 日曜市給食 食育月間以外

93 高知県保健体育課
南国市立後免野田小学校
JA高知県、株式会社南国スタイル

南国市上野田地区 漬物用大根の種まき及び収穫（２年生、栽培体験活動） 食育月間以外

94 高知県保健体育課
南国市、高知県立高知江の口特別
支援学校高知大学医学部附属病院
分校

高知県立高知江の口特別支援学
校高知大学医学部附属病院分校

中学生は「成長スパート」の真っ最中 食育月間以外

95 高知県保健体育課 高知県立高知工業高等学校定時制 高知県立高知工業高等学校定時制旬の食材を使った給食メニューの周知 食育月間以外

96 高知県保健体育課
南国市・高知県立高知農業高等学
校

高知県立高知農業高等学校
郷土料理講習会の実施、野菜料理講習会の実施予定、味噌
加工実習の実施

食育月間以外

97 高知県保健体育課
田野町、高知県立山田特別支援学
校田野分校

高知県立山田特別支援学校田野
分校

学校給食における地場産物の活用促進に向けて 食育月間以外

98 高知県保健体育課
南国市立十市小学校、高知ヤクル
ト

南国市立十市小学校 ウン知育教室 食育月間以外

99 高知県保健体育課 仁淀川町 仁淀川町 おはなし給食 食育月間以外

100 高知県保健体育課 高知県立須崎総合高等学校 高知県立須崎総合高等学校 日本料理（和食）講習会 食育月間以外

101 高知県保健体育課
大豊町、大豊地区農漁村女性グ
ループ

郷土料理伝承講習会 食育月間以外

102 高知県保健体育課 高知県立中芸高等学校夜間部 高知県立中芸高等学校夜間部 食育月間以外の取組（「和食の日」の啓発」） 食育月間以外

103 高知県保健体育課
高知市、高知立義務教育学校土佐
山学者、龍馬情報ビジネス＆フー
ド専門学校

高知立義務教育学校土佐山学者
つなごう！土佐山の魅力～山の恵み再発見～（総合的な学習の時
間）

食育月間以外

104 高知県保健体育課 土佐清水市 土佐清水市内全小中学校 宗田節関係業者からのメッセージ動画視聴 食育月間以外

105 高知県保健体育課
財団法人本山町農業公社
嶺北高校

本山さくら市 食と文化の秋祭り with 嶺北高校 食育月間以外

106 高知県保健体育課
本山町立嶺北中学校
土佐本山学校給食センター

嶺北中学校、本山小学校、吉野
小学校、土佐町少中学校、嶺北
高校

「ぜんまい」について知ろう～嶺北地域は日本一のぜんま
いの産地～

食育月間以外

107 幡多福祉保健所 宿毛市市立きぼうが丘保育園 宿毛市市立きぼうが丘保育園 「食育の日」 食育の日

108 幡多福祉保健所 土佐清水市食生活改善推進協議会 地元量販店 食育イベントの開催 食育の日

109 高知市健康増進課 高知市 高知市ホームページ
食育だより「わたしから始まる高知の食育」による『毎月１９日
は食育の日』の啓発

食育の日

110 高知県水産業振興課 高知県水産物外商室 佐川小学校 魚食普及活動 食育の日

111 高知県保健体育課 高知市立一宮小学校 高知市立一宮小学校 給食指導 食育の日

112 高知県保健体育課 南国市 南国市 かつおのわら焼き体験 食育の日

113 高知県保健体育課 高知市昭和小学校 高知市昭和小学校 「食」の本を借りてキューちゃんしおりをもらおう！ 食育の日

114 高知県保健体育課 仁淀川町 仁淀川町小中学3校 田村かぶを給食で味わおう 食育の日



No 報告機関 取組団体など 実施機関・場所 取組の名称 取組実施期間

115 高知県保健体育課 高知県立須崎総合高等学校 高知県立須崎総合高等学校 食育講座 食育の日

116 高知県保健体育課 津野町 津野町立東津野中学校 皿鉢料理作り体験 食育の日

117 高知県保健体育課 津野町、津野町立東津野中学校 津野町立東津野中学校 水産物食育推進事業（あゆの炭焼き体験） 食育の日

118 高知県保健体育課 梼原高校 梼原高校 食品ロスへの取組 食育の日



参考資料２－１

令和４年度「食育月間」等の取組実績































































































































朝食摂取率推移（H27～R4）
出典：全国体力・運動能力、運動習慣等調査（文部科学省）

※R2は調査無し

H27 H28 H29 H30 R1 R3 R4
高知県 男子 84.2 82.5 82.5 83.0 80.4 80.1 81.6 
全 国 男子 85.3 84.0 84.1 83.0 82.2 81.9 82.3 

【朝食を毎日食べている】

小５

H27 H28 H29 H30 R1 R3 R4
小５ 高知県 女子 84.7 81.6 82.2 84.1 81.2 80.2 80.4 
小５ 全国 女子 85.8 84.6 84.4 83.4 82.3 81.3 81.1 

【朝食を毎日食べている】

別紙４



H27 H28 H29 H30 R1 R3 R4
高知県 男子 80.5 79.6 79.1 78.0 79.6 77.2 78.3 
全 国 男子 83.2 82.7 82.4 81.4 81.6 80.6 80.0 

【朝食を毎日食べている】

中２

H27 H28 H29 H30 R1 R3 R4
高知県 女子 77.1 73.5 74.6 72.8 73.1 72.1 72.1 
全国 女子 80.6 80.1 79.5 78.2 78.2 75.7 73.4 

【朝食を毎日食べている】

中２

・全国平均と同じ、もしくは上回ったのは、平成 30年度の小学校男女だけとなっている。
・それ以外は全国平均には届いていないが、朝食摂取率の全国平均は徐々に下がってきており、高知県は今年度上昇していることで、全国平均との
差が少なくなってきている。

・高知県学校栄養士会の調べでは、朝食を食べない理由は小学校中学校の男女ともに「時間がない」が１位となっており早寝早起きと合わせた生活
リズム全般の指導が必要である。



時期 内 容

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月  パブリックコメント

２月
 県議会報告  

３月

第４期高知県食育推進計画策定スケジュール

令和４年

高知県県

民健康・

栄養調査

分析

第２回協議会

　・第４期計画原案

第１回協議会

　・第３期計画の評価

　・第４期計画の方向性・骨子案

第３回協議会

　・第４期計画承認

資料４


